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郡山遺跡の緊急範囲及びその性格 についての確認調査 は、国の補助対象事業として 5ケ年計

画が立案 され、今年度はその 2年 目を迎 え、昨年の 7月 から12月 末 まで約 5ケ 月を費や して行

われました。本調査の実施 に際 しましては多 くの地元民や理解ある土地所有者の方々に支 えら

れ、また職員の夜 を徹 しての努力によって、なんとかその目的 と貴重な調査成果を得 ることが

できました。 ここにその支援 と努力に対 し心から感謝 と敬意 を表する次第であります。

もとより文化財は日本民族が長 きにわたって鋭意倉1造 し築いてきた文化遺産であり、国民共

有の財産であって、これを永 く後世に継承する義務 を担っているということは言 うまでもあり

ませんが、実際 にこの趣旨を行政的にどのように活かし、かつ実行 に移すかは、単 に担当職員

の情熱だけでは決 してなし得 るものではありません。これはなんと言っても市民ひとりひとり

の高度な判断 と文化財 に対する限 りない愛護精ネ申の高揚なくしてはあり得 ないものであること

を痛切 に感 じるものであります。

仙台市教育委員会は、ここ数年、この文化財行政 に対する体制の整備充実に努力を傾注 しつ

つ、市民各位 に対する文化財の周知 と保護及び愛護精神の啓発、高揚に努めてまいりました。

おかげをもちまして、徐々にではありますが、その効果があらわれはじめておりますことは誠

にうれしい限 りであります。

さて本年度 における郡山遺跡の発掘調査は、昨年度 に引 き続 き、幾多の成果を確認 していま

す。

本報告書は、その調査成果 をあますところなくまとめ上げ、世に公開するものであります。

おわりに、遺跡の発掘調査や報告書の作成に際 しまして、郡山遺跡発掘調査指導委員会 (萎

員長伊東信雄)の先生方 をはじめ、東北歴史資料館、多賀城跡調査研究所、文化庁等の御協力

と往l指導 を賜 わりましたことをここに深 く感謝申し上げる次第であります。本報告書が多 くの

学識経験者や学徒 をはじめ、多 くの市民愛好家や広 く学界に貢献することを念 じて序 とする次

第であります。

昭和57年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例

1.本書は郡山追跡の昭和56年度範囲確認調査の概報である。

2.本調査は国庫補助事業である。

3。 本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担 した。

1    本文執筆 本村浩二… I、 コ、Ⅳ、V、 Ⅵ、Wl1 4、 lll1 1・ 4、 Ⅸ、 X、 � 3・ 4、 �

青沼一民…Ⅲ、Ⅶ l～ 3

長島栄―…Ⅷ 2・ 3、 �

金森安孝…X11・ 2、 Xlll、 �

遺構 トレース  斎藤誠司、赤井沢まり子、谷津妙子、本村

遺物実測    青沼、長島、金森、本村、高橋、村田晃一、芳賀英実、佐藤真貴、

伊藤以子、谷津

遺物 トレース  青沼、長島、本村、斎藤、赤井沢、谷津

遺構写真撮影  木村、青沼、金森、長島

遺物写真撮影  木村

遺物拓影    村田、佐々田弥生、佐藤真貴、赤井沢進

編集は木村 。青沼が行った。

4.遺構図の平面位置図は相対座標で高さは標高値で記 した。

5.平面位置を表示する相対座標は、相対座標原点を任意に設置したNo l原点  (X=0、 Y

=0)と している。

6.文中で記 した方位角は真北線を基準としている。

7.郡山遺跡の遺構略号は次のとおりとした。

SA 柱列跡・柵本列・杭列     SI 竪穴住居跡・竪穴遺構

SB建 物 跡     SK土  壊

SD 濤   跡          SX その他の遺構

SE 井 戸 跡

8。 本概報中の上色については「新版標準土色帳」 (小山 。佐原 :1970)を 使用した。

9.付章「仙台市郡山遺跡の本簡」は東北歴史資料館の平川南氏の執筆による。

本筒の実測図は同館の佐藤和彦氏の作製により、木村が トレースを行った。

木簡の写真撮影は多賀城跡調査研究所の白′烏良一氏による。

口
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は じ め に

1.調 査 体 制

昭和56年度は郡山遺跡範囲確認調査の 5ケ 年計画の 2年次にあたり、下記の体制で臨んだ。

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育委員会社会教育課

課   長      永野昌一

主幹兼文化財調査係長 早坂春一

文化財調査係  教諭 加藤正範、青沼 一民

主事 本村浩二、金森安孝、長島栄一

文化財管理係  係長 鈴木昭三郎、主査 鈴木高文、主事 山口 宏 、渡辺洋一

発掘調査、整理 を適正に実施するため調査1旨導委員会 を設置 し、委員を委嘱 した。

会 長 伊東信雄 (東北大学文学部教授 考古学 )

副会長 佐藤 巧 (東北大学工学部教授 建築 )

委 員 佐藤宏― (多 賀城跡調査 f汗究所長兼東北歴史資料館副館長 考古学 )

工藤雅樹 (宮城学院女子大学助教授 考古学 )

須藤 隆 (東北大学支学部助教授 考古学 )

発掘調査 に際 して、下記の方々諸機関から適切な伊,教示 をいただいた。記 して感謝 したい。

宮城県多賀城跡調査研究所 進藤秋輝・白鳥良―・高野芳宏・古川雅浦・後藤秀―・佐藤則

之、東北歴史資料館、文化庁主任調査官 河原純之・桑原滋郎、国立歴史民俗博物館教授 岡

田茂弘・助教授 阿部義平、国立奈良文化財研究所所長 坪井清足、九州大学助教授 西谷

正、奈良女子大学助教授 佐藤宗諄、仙台育英学園高等学校教諭 渡辺泰伸、宮城県教育庁文

化財保護課技師 小井川和夫・丹羽 茂

発掘調査 および遺物整理 にあたり次の方々の協 力を得た。

地権者

赤井沢久治、庄子たか子、菅原平二郎、庄子善重、赤井沢富蔵、斎藤芳雄

調査参加者

今野富美子、小島美和子、小林てる、赤井沢まり子、赤井沢進、赤井沢さだ子、佐藤光子、

佐藤奈美江、谷津妙手、板橋やす、工藤ゑなの、赤井沢 きすい、赤井沢千代子、四電広幸、

村田見一、芳賀英実、末永i登 子、高野志満子、斎藤誠司、足立昌広、池田俊也、鈴木 均、

佐々木千恵、横川麻子、菊地宜元、藤本智彦、茂泉 満、山崎 打、管野政彦、升 道推、

山本政幸、神成浩志、鈴木勝彦、苦原 修、大野 享、佐藤 淳、菊地雅之



整理参加者

赤井沢まり子、斎藤誠司、谷津妙子、赤井沢進、村田晃一、芳賀英実、佐藤真貴、相沢久美

伊藤以子、四詑広幸、菊地宜元、藤本智彦、管野政彦、茂泉 満、山崎 哲、佐 々田弥生

2.郡 山追跡現況 図の追加作製 につ いて

昭和55年度より郡山違跡範囲確認調査 を実施するにあたり、中心となる官衛域 を方三日丁と推

定 し、同辺域 を合め、東西900m、 南北1000mの 範囲で、1/1,000、 1/2,500地形図と調査基準

点 を33点設置 した。しかし、発掘調査の結果、官衛域は西方ヘー町分拡大することが明 らかに

なったため、方四町と推定されるに至ったことから、地形図の図化区域 を北方100m、 西方200

m分 について追加 し、新たに東西1,100m、 南北1,100mの 区域について1/1,000、 1/2,500地形

図を作製 した。また、調査基準点についても、西辺部 と北辺部 を調査するにあたり、新たに設

置する必要が生じたため、25点 を増設 し、基準点は総計で58点 となった。座標系はこのNo l原

点 (X=0、 Y-0)を 通る磁北線 を基準 としてある。

表 1 調査基準点成果表

点  名 X Y H 備 考

No2 7 - 11.849 -215。 920 9,686
No2 8 4.294 -312.141 9.028
N()29 - 63.420 -330.814 8,935
No3 0 - 55.922 -372.140 9.380
No3 1 72.193 -371.203 9.249
No3 2 -162.556 -378.545 8.727
No3 3 -174.098 -351.958 8.683
No3 4 -435.663 -279.293 8.091
N()35 -425.663 -322.898 7.720
No3 6 -335。 541 -319.574 9。 674
No3 7 

‖
399,036
407.582

-187,489
-292.824

110。 895
11.228

No3 9 252.784 59.659 11.733
No4 0 246.913 120,910

「

1.7451
276.377
356.350

.0531
191.867 1 11.053

No4 3 366.734 82.222 12.071
No4 4 297.339 - 39.834 11.971
No4 5 330.657 - 76.398 11.986
No4 6 378.930 71.551 11 810 1
No4 7 327.375 -281.297 1 10。 790

Ｎｏ４８一Ｎ０４９一］
158.072

-254.802 …

4
-302.475

十-279.185

10 168
10 344

418 -217.248 -337.610 1  9。 174
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調査計画と実績

昭和56年度の発掘調査は55年度から開始 された「君Б山遺跡範囲確認調査」の 5ケ年計画案 に

もとづ く第 2年次 にあたる。発掘調査費については国庫補助金額の決定 を待って、次のよ うな

実施計画 (案)を立案 した。

表 2 発掘調査計画表

第10次調査区は追跡の南端に近 く、推定方四町の官衛に付属 して造営されたと考えられる寺

院跡の南側 に位置し、寺域の南区画施設の存在が予想される地区にあたる。A・ B両地区にわ

けて 2地点の調査 を行ったが、B区 は住宅建築に伴 う発掘届が提出されたことから、緊急調査

を実施 したものである。両区とも調査面積が狭かったこともあり、古代の遺構と考えられるも

のは発見されずに調査 を終了した。

第11次調査区は推定方四町の東辺部にあたり、昭和55年度の発掘調査で明らかになった南辺

および南西コーナーの調査結果を基に、外郭となる大濤、柵本列の両遺構の存在を予想 し、推

定線に直交するトレンチを設定 した。このような調査区設定が可能なのは東辺部ではこの地区

だけである。調査の結果ほぼ推定線の位置に大濤 と柵木列を発見した。

第12次調査区は推定方四町南辺よりさらに200m程 南の地区で推定寺院域のほぼ中央部 にあ

たり、昭和20年代に畑地耕作の際に多量の古瓦が出土 した地区である。調査の結果、東西長が

32mに も及ぶ基壇の版築を発見し、ともに出土 した瓦の中には宮城県では初めての発見となっ

た鴫尾の破片がいくつか見られた。

調査次数 調 査 地 区 調査予定面積 調査期間

第 10次 推定付属寺院跡南端地区 100∬ 7月 ～ 8月

推定外郭線東辺地区 100∬ 7月 ～ 8月

推定付属寺院跡中央地区 300だ 8月 ～ 9月

推定外郭線北辺地区 40∬ 9月

推定付属寺院跡東端地区 500∬ 10月 ～12月

推定外郭線西辺地区 100ポ 10月 ～11月

推定外郭線東辺地区 100∬ 11月 ～12月

計 7 地 区 1,240∬ 7月 ～12月



第14次調査区は推定方四町の北辺部 にあた り、仙台市 〆木保育所の増築に伴 う発掘届 が提出

されたことから、保育所園庭内の遺構確認の為、調査 が実施 された。推定外郭線北辺部ではこ

の調査区の他 には現在調査可能な地区がない。調査の結果は、外郭区画施設 と断定 し得 る遺構

が発見 されなかった。

第15次調査区は推定方四町南辺よりさらに200m程南の地区で、第12次調査区から50～ 90m東

に位置し、推定方四町の仮想中軸線延長部、推定寺院跡の東側にあたり、現在は君Б山中学校の校

庭敷地内 となっている地区である。調査の結果、多数の竪穴住居跡、濤跡 などの他、掘立柱建

物跡、杭列跡、瓦溜め跡、井戸跡 など多 くの遺構 が発見 され、井戸内から寺院 に関係すると考

えられる木簡や写経の際 に使用 したと考 えられる「定本」が発見 された。

第16次調査区は推定方四町の西辺地区にあた り、南西コーナーの隅櫓建物跡 よ り140m程耳ヒ

の地点で、西辺部の調査はこの地区以外は住宅 が建 ち並び、調査 が不可能である。調査の結果、

推定位置 に柵木列が発見 され、さらに柵木列 をまたいで櫓と考えられる掘立柱建物跡 を 1棟発

見 した。

第17次調査区は推定方四町の東辺部 にあたり、外郭大濤の位置 を確認する目的で調査 を計画

したが、第11次調査の結果から、外郭東辺 はこの調査区よりやや西側 に位置 していることが半」

明 し、この調査区では古代の遺構 と考 えられるものは発見 されなかった。

第18次調査区は側濤改4多工事に伴 う発掘届 が提出 されたことから、改修部分幅 lm、延長170

mに わたって事前調査 を実施 し、東辺柵木列 を推定位置で確認 した。

第19次～第22次調査 は住宅新築および解体新築に伴 う発掘届が提出されたことから、各々敷

地内において事前調査 を実施 したが、調査 にあた つては本調査 と同 じ国庫補助事業として実施

している「仙台平野の追跡群発掘調査」の中で対処 した。

表 3 発掘調査実績表

調査次数 調 査 地 区 調査面積 調 査 期 間

第 0次 推定付属寺院跡南端地区 60r 7月 22日 ～ 8月 4日

1 推定外郭線東辺地区 80∬ 7月 27日 ～ 8月 25日

2 推定付属寺院跡中央地区 300∬ 8月 26日 ～10月 28日

推定外郭線北辺地区 40ポ 0月 1日 ～10月 6日

5 推定付属寺院跡東端地区 400∬ 0月 28日 ～12月 28日

6 推定外郭線西辺地区 ２ｍ 1月 5日 ～12月 28日

7 推定外郭線東辺地区 140∬ 2月 18日 ～12月 28日

8 外郭線東辺地区 170∬ 1月 18日 ～12月 20日

9 推定方四町耳し東地区 10∬ 8月 11日 ～ 8月 20日

推定方四町南東地区 10∬ 8月 17日 ～ 8月 20日

推定方四町外郭】し地区 12ポ 8局 24日 ～ 8月 25日

外郭線南辺地区 8∬ 12月 15日 ～12月 19日

合  計 1,310ポ
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皿 第10次発掘調査

1.調 査 経 過

推定方四町の官衡 に付属 して造営 されたと考

えられる寺院域南側 にあたる地区で、畑地 に遺

構確認調査のため10× 3m Aト レンチを設定 し

た。また、郡山五丁目13 庄子たか子氏住宅新

築のため昭和56年 7月 に発掘届が提出されたの

で、敷地内に7× 3m Bト レンチを設定 した。

Aト レンチは 1・ 2・ 3層 まで耕作による攪

乱が著 しく、 4層 目で地山の黄褐色 シル トを検

出、この上面で土壊 1基、攪乱と思われる濤 2 第 4図 第10次調査区設定図

条 とピット4個 を検出した。

Bト レンチは 1・ 2・ 3層 が攪乱層で、 4層 黒褐色 シルト上面でピット3個 、 5層 目で地山

の黄褐色 シルトを検出、この上面で、濤 2条、土羨 2基、ピット10個 を検出したのみである。

2.発 見遺構 。出土遺物

Aト レンチ

S K69土墳  短径 150cm、 長径150cm以上のもので、平面形は楕円形、深 さ60cm程 で底面は

平坦である。出土遺物は、耕作土中から布目瓦 2点 のみである。

Bト レンチ

4層 上面より直径 15cll、 深 さ20cm程 のピットを3個検出、 4層 より土師器、須恵器、瓦等が

出土 したが、大半力Ⅵ 破ヽ片のみである。

S D66溝 跡 ほぼ南北方向に走 り、扁平 U字形 を呈 し、幅60cm、 深 さ20cm程 である。

S D67溝 跡 南壁際 に沿って検出され、幅20cm、 深 さ10cm程 である。

S K70。 S K71土媛 ほぼ円形で直径40cm、 深 さ20～30cm程 である。

出土遺物は攪乱層 から須恵器甕の口頚部破片のみで、

E-26甕 (第 5図)は外面口縁部 に突帯、頚部 に13条の

櫛描 き波状文が巡 らしてある。

濤跡 。土壊・ ピットから少量の土師器、内面黒色処理

のlTh、 甕、須恵器、瓦等の細片 を若干出土するのみで、

古代 と断定する遺構は検出されなかった。

コ1早
11

1停

イト

第 5図 第10次調査区出土遺物実測図



IV 第11次発掘調査

1.調 査 経 過

第11次調査区は推定方四町の東辺 にあたる地

区で、西辺より428～ 443mに あたる部分に幅 4

m、 長 さ22mで東西方向に トレンチを設定 した。

推定東辺部の調査は外郭の大溝 と柵木列 を合わ

せて調査可能な所がこの地区のみである。現況

は畑地 になっており、耕作土 を重機で排土 した

が、天地返 し等の削平・攪乱が著 しく、黄褐色

天地返 し底面の深 さ90cmま で掘 り下げて遺構の 第 6図  第11次調査区設定図

検出を行った。外郭大濤 をトレンチ東端から1lmで検出 したが、柵本列が検出できずに、 トレ

ンチを西に4m拡張 し、柵木列 を検出 した。柵木列 と大濤の心心間隔は8.50mで 、柵木列、大

溝の方向は真南北方向で、西辺柵木列 との距離は約428mで四町 (一町=107m)と なった。柵

木は遺存状況が良好でなく、底面で木質がわずかに残 っていた。大溝は南辺 と同様、堆積土中

に灰 白色火山灰層が見 られた。発見された遺構は、柵木列 1列 、濤跡 6条 、不明遺構 1基であ

る。

2.発 見遺構

発見された遺構は濤跡 6条 、柵本列 1列 、不明遺構 1基で、推定方四町官衛域の外郭東辺の

区画施設が南辺と同様、大濤と柵木列であることが明らかになった。

S D72溝跡 上幅1.5～ 2m、 下幅50銅、深さ60～ 70cmで、断面形は逆台形である。方向はN―

50° 一Eか ら屈曲して東方向へ延びる。 堆積土は褐灰色シルト・シルト質粘土、最下層は黄灰

色粘土である。外郭の S D73濤 跡、SA 74柵木列を切っている。

S D73溝 跡 上幅2.8～ 3m、 下幅 1～ 1.2m、 深 さ80～ 85cmで、断面形は逆台形である。

方向はS A74柵木列、S D76濤跡と同方向の真南北線に一致し、溝中心からSA柵本列中心 まで

8.50m、 S D76濤 跡まで10mで ある。堆積土は黒褐色粘土質シルト・シルト質粘土、壁除は褐灰

色・明黄掲色粘土質シルトで、中層のコ・Ⅲ層に灰白色人山灰が斑点状に混入 している。SD

72・ 75濤跡に切 られている。外郭東辺の大濤である。堆積土中より上師器・須恵器・瓦の細片

が出土 している。

S D75溝 跡 上幅30～ 40cm、 下幅15～ 20cm、 深 さ10～ 15cmで 、Lll~面 形はU字形である。長 さ

は10.5m程 を検出した。方向はE-4° 一Sで、ほば東西方向である。S D73・ 76濤跡を切って

|▼      ィ
イド~――_イ ▼

,む    |
イ

シル ト質粘土の地山面は約50cmで検出された力＼ ヽ粥噴巡ア
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いる。浅い濤なので殆んどが耕作による攪乱濤 に切 ら

れている。

S D76溝跡 上幅70cm、 下幅40～ 50cm、 深 さ20cmだ

が、壁面の土層観察 によれば50cm程 は確認できる。断

面形はややゆがんだ逆台形である。方向はS D73・ 75

濤跡、SA74柵木列 と同 じ真南北方向である。堆債土

は上層 ににぶい黄褐色 シル ト、下層 に褐灰色粘土質シ

ル トである。耕作による攪乱濤に切 られ、遺存状況 は

あまりよくない。S D75。 78濤跡に切られている。

S D77溝跡 上幅50cm、 下幅20～ 25cm、 深 さ30cmで、

断面形はややゆがんだ逆台形である。 方向は E-1°

一Sで、S D73・ 76濤跡、SA74柵木列とほぼ直交 して

いる。SD72,78濤跡に切 られている。

S D78溝跡  トレンチの北東コーナーで一部分が検

出された。方向は N-40～ 50° 一Wで 、 上幅は1.2m

以上、下幅は80cm以上、深 さ60cmで ある。堆積土中よ

り、漆器椀が 1点出土 している。S D76・ 77濤跡 を切

っている。

S A74柵木列 真南耳ヒ方向に九材を立て並べた柵本

列で、柵本の本質部は最下部がわずかに残 るのみであ

るが、痕跡の平均直径25cm程 で、心心間隔は平均33cm

程であるから、柵本はほぼ密接 していたと考えられる。

一部 には柵本の不等沈下 を防 ぐための礎板 を下に入れ

ている。掘 り方は幅60cmの布掘 りで、下幅は30cm、 深

さは75cm程 であるが、壁面の土層観察 によれば、 lm

以上は確認できる。柵木痕跡は黒褐色粘土質シル ト、

掘 り方埋土は黒褐色粘土質シル トと黄褐色 シル ト質粘

土が混合 したものである。壁面は直立に近い立 ち上が

りを示 し、底面では10cm程度、柵木が地山にささって

いるが、柵木底面は平坦に加工 している。掘 り方の基

底面標高は8,lmで ある。検出 した柵木列の長さは2.7

mであるが、柵木痕跡は 9本認められ、布掘 りのほぼ
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第 8図 第桐次調査区平面図

中央 に設置 しており、方向は外郭大濤 と考 えられるS D73濤跡 と同方向の真南北方向で、心心

間隔は8.50mで ある。SD 72濤跡 に切 られている。

S X68 深 さ10cm程 の浅い落 ち込みで、全体の形状・規模は不明である。堆積土は褐灰色 シ

ル ト質粘土である。堆積土中より土師器郭 。甕片・須恵器甕片、高台付郭片、瓦片などが少量

出土 している。

3.出土追物

攪乱層及び各遺構 から土師器郭・甕、須恵器甕・壷、瓦、漆器、

磁器等 を出土 したが、大半は小破片で復元可能なものはない。

S A74柵木列 掘 り方から土師器の細片が出土 した。

S D78溝跡 埋土中から出土、添塗 りの椀で、外面底部 に「今」

と塗 り書 きされている。

S X68 須恵器甕 E-27(第 9図 1)は 頚部 に突帯、さらに 6条

の櫛描 き波状文が巡っている。瓦G-11(第 9図 2)は、布目で

凸面に斜格子目の叩 き文を施 している。また土師器郭、甕・須恵

器高台付部の高台等の細片 を出土 している。

4。 ま と め

方四町と推定される郡山遺跡の官衛域は昭和55年度の外郭線調査により南西コーナーから、

南辺長320mの 地点まで確認されており、方向、規画性とも整然としていることが半!明 している

が、これらの調査結果をもとに、一町を108～ 109mと 想定 し、外郭東辺の位置・構造を確認す

る目的で第11次調査 を実施 したが、推定線よりやや内側に外郭線大濤と柵木列を検出した。

南西コーナーの櫓建物跡中心柱位置から算出して、東辺柵木列中心までの距離は428.44mと

なり、南辺長は一町を107mと すれば、ほぼ四町の完数値 となる。柵木列は上部がかなり削平さ

ー第 9図  第11次調査区

出土遺物実浪1図



れていることが考えられるが、壁はほぼ直立し―、 トレンチ壁にかかる土層断面の観察によ―れ-1点

深さlm程は残存しており、布掘りの幅も検出面で約60clnを 計る。柵木痕跡は明瞭に観泰され

たが、現状が畑地ということも原因して本質の追存状況は極めて悪かった。また、本質が追存

する掘り方底面は標高8.10mで 、55年度の調査で検出した1外郭南辺の柵木上端の標高力港.10～

8,30mと ほぼ同一であることから、本質の遺存には地下水位の標高が密接に関係しているもの

と考えられる。

大濤の堆積土中には南辺大溝と同様、仄白色大山灰の混理  (註 1)が観察 .さ れ、連続した

濤であることは明らかであるpし かしヽ 大濤―と柵本列の心―心間隔は3.50m前後で、南辺部の8.80

4よ りややせばまっている。



V 第12次発掘調査

1.調 査 結 果

第12次調査区は推定方四町の官衛域の南方に

付属 して造営 されたと考えられる寺院の推定地

のほぼ中央 にあたり、昭和24年頃に行なわれた

耕作 による天地返 しの際に多量の古瓦が出土 し

た地区である。 8月 26日 から調査 を開始 し、期

間中、 7日 間、第14次調査 を行い、中断 した力＼

10月 28日終 了した。 トレンチはほぼ東西方向に

7m× 33mで設定 し、耕作による削平・攪乱が

著 しいことから、重機 によって耕作土の排土 を

行った。

第10図 第12次調査区設定図

検出 した遺構は版築基壇建物跡 1棟、掘立柱建物跡 1棟 、一本柱列一列、濤跡 8条、土竣15

基で、その他 に小柱穴・ ピット等 をいくつかある。版築基壇は殆んどが耕作により削平 され、

トレンチ壁断面により、わずかに観察 し得るのみであったが、 トレンチ西南 。中央南 。東の各々

拡張区によって、東西長が32m以上 にも及ぶことが半」明 した。また、真東西方向にのびる濤跡

の始積土中から河原石 とともに瓦片が若干出土 し、平・丸瓦 。軒丸瓦の他 、鴎尾片がいくつか

混在 していた。これらのことからこの地区が寺院跡の中枢部 にあたることが十分考えられるに

いたった。

2.発 見遺構

発見された遺構は基壇建物跡 1棟、掘立柱建物跡 1棟、掘立柱列 1列、濤F亦 8条、土壊15基である。

S B100基壇建物跡 トレンチ南 。東壁の土層断面に基壇版築の一部 を検出 したが、耕作によ

る攪乱が著 しく、基壇の方向・規模は明 らかにできなかった。壁の土層断面や版築最下層の検

出状況から、東西方向には32m以上、南北方向には12m以上に及んでおり、正確 な方向は不明

であるが、北縁線方向はE-2° 一S前後と考えられる。版築が最 も良好に残存 している部分で

は高さ50cm、 18～ 20枚 の版築層が見 られる。版築は黒褐色 シル ト・暗褐色 シル ト・黄褐色 シル

ト質粘土 を厚 さ2～ 3 cmで互層 をなしている。基壇上部は削平 をうけ、礎石・根固め石は検出

されなかった。また、基壇北縁部 に東西 4m、 南北2.2～ 2.3mの 不整長方形で版築面が検出さ

れ、深 さ18cmで 6～ 7枚の版築層が観察 され、SB100基壇が掘込地形 を行い、この部分だけ方

形に深掘 り地形 を行ったと考えられる。S D101,102・ 124濤跡、S K82・ 83・ 84・ 94の 上部 にあ

り、SB214建物跡 に切 られている。
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S B214建物跡  桁行 6間

(柱間寸法は180～ 200cm)、

梁行 2間 (柱間寸法225～ 240

cm)で、北イ員↓桁の柱通 り方向

はE― Oで真東西方向に一致

する。西側梁と南狽1桁の部分

は不明であるが、柱穴は一辺

40～ 60cmの方形 もしくは直径

40～ 50cmの 円形掘 り方で、柱

痕跡は直径15～ 22cm、 深 さ30

cm程であるが、S B100建 物跡

を切っており、SB100上面は

遺構検出面より50cm以上上 と

考えられるので、柱穴の深 さ

も80cm以上であろう。掘 り方

埋土は黄褐色 シル ト質粘土 と

掲色砂質シル トの混合土であ

る。東狽1梁は外櫻1に 50cm程 の

間隔で、さらに柱列が同位置

に平行 してある。SB100建物

跡、S D95。 98。 124濤跡を切

っている。

S A215柱列  S B214建物

跡の北狽1に同方向の E― Oで、

3間分検出された。柱穴は40

～60cmの 不整方形 。円形で、

柱痕跡は直径20cmで ある。柱

間寸法は180～ 190cmで ある。

S D98濤 跡、 SK88土残を切っ

ている。

S D95溝跡 上幅 lm程、

残存長 10。 7m、 深 さは最深部

琴

捏

!

第¬図 第12次調査区南壁セクション図
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第12図 第12次調査区平面図

で15cmで 、上部が削平され、底面まで消滅 している部分がある。方向はE-2°一Sで ほぼ真

東西方向である。底面はかなり凹凸が激 しい。底面出土の遺物は皆無であるが、底面より10～

15cm上層で河原石とともに軒九瓦 。鴎尾 を含む瓦片が出土 した。堆積土は黒褐色シルトである。

SD98濤跡・SK87土鍍を切 り、S B214建物跡に切 られている。

S D97溝跡 上幅20cm、 残存長2,8m、 深さ6～ 10cllで、方向はN-4°一Eである。SD124

を切っている。

S D98溝跡 上幅40～ 50cm、 深 さ0～ 6 cmで 、方向はE-29° 一Sである。 S D95濤跡 。SB

124建物跡に切 られている。

S D101溝跡 上幅70～ 90cm、 深 さ17cm、 断面形は扁平なU字形で、方向はE17°一Sである。

SB100建物跡版築の下層である。

S D102溝跡 上幅60～ 70cm、 深 さ23cm、 断面形は扁平なU字形で、方向はE-8° Sである。

S B100建 物跡版築の下層である。

S D124溝跡 上幅1,4m、 下幅50～ 70cm、 深 さ55cm程 で、断面形はU字形である。方向はE17°

一Sである。 堆積土は暗褐色・黒褐色のシルト・粘土質シルトである。検出上面より弥生土器

片、須恵器蓋部の蓋が出土 している。

S D127溝跡 上幅70～ 90cm、 深さ7～ 8 cm、 断面形は痛平なU字形で、方向は E-17° 一Sで
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第13図  S D95溝跡遺物出土状況図

ある。S B100建 物跡版築の下層で、SD126に切

られている。

S D126溝跡  上幅 20～ 30cmで、方向はN一

1° 一Eである。

土壊はSK82～ 94・ 96。 125の 15基で、長軸1.2

～ 2m、 短軸0.5～ lm、 深 さ10～ 30cmで 、遺物

は土師器細片 をわずかに含むものがあるが、時

期・′
l■_格等不明である。

3。 出土遺 物

第12次調査での出土遺物は弥生土器、土師器、

須恵器、瓦、陶器、磁器などである。弥生土器

は壷底部片 1点 であり、陶器 。磁器は攪乱層出

土で、細片の為、詳細は不明である。土師器は

濤跡内、土羨内からわずかに出上 しており、ロ

クロ未使用であるが、いずれも細片であり、詳

細は不明、須恵器も殆んどが細片である為、詳

細は不明である。出土量 も極めて少ない。主体

を占めるのは S D95濤跡内から出土 した平瓦 :

丸瓦・軒丸瓦、鴎尾 などである。

S D95溝跡出土遺物

総量で平箱 4箱程 になるが、瓦湖禿棄された

ものと考えられ、完形品となるものはなかった。

平瓦 。丸瓦が殆んどであるが、軒丸瓦 4点、鴎

尾 1個体分 (破片30数点)がある。

軒丸瓦は瓦当文様 が全てが同種のもので、同

縁の内側 に圏線が 1条巡 り、弁端が少 く尖 り気

味で、中房の蓮子は 1+4の 配置で、周囲の 4

つは円形ではなく視棒形 をしており、蓮弁内に

子葉 をもつ八弁の単弁蓮華文である。瓦当と丸

瓦との接着は、瓦当裏面にアーチ状の濤 をつ く

り、これに丸瓦末端 をさし込んで、丸瓦末端の

凸面部、凹面部の両面から、補足粘土 をあてて



密着 させている。凸面は縦方向のヘラケズリ、凹面は指ナデが施 されている。

F-1軒 丸瓦 (第 14図 1)は直径 17.8cm、 中房径4.5cm、 圏線上端径14.5⌒ヤ6 cm、 弁幅3.2cm

である。竜を三度あてしており、中心位置が1.5cmズ レている。F-2軒 丸瓦 (第 14図 2)は復

元直径18～ 18.6cm、 中房径4.5～ 7 cm、 圏線上端径14.8～ 9 cm、 弁幅3.2cmで ある。 F-3軒 丸

瓦 (第 14図 3)は直径18.3cm、 中房径4.5cm、 圏線上端径14.5～ 7 cm、 弁幅3.2～ 3 cmで ある。

F-4軒 丸瓦は瓦当%程の破片で、復元直径19,2cm、 弁幅3.4cmで あり、丸瓦との接着面に布目

痕がみられる。その他詳細は不明である。

F-23丸瓦 (第 14図 4)は全長33.8cm、 厚 さ14.4～ 14.5cmの 筒作 りの三分割 によるもので、

玉縁のない行基式のものである。凹面は布目痕が残 り、布目は l cmぁ たり10～ 11本である。凸

面は叩 き目をスリ消 している。側縁はヘラケズリを行っている。 F-22丸瓦 (第 14図 5)も全

長は不明であるが、製作技法は F-23と 同様である。

平瓦は復元可能なものがないが、凹面には桶巻作 り技法によって作 られたことを示す、模骨

の痕跡が明瞭に観察 される。凹面は布目痕が残 り、布目は l cmあ た り11～ 13本 と細い。凸面は

縄叩 き目の後、スリ消 している。 G-1平 瓦 (第 14図 8)は小破片であるが、凸面部 に 5条 の

櫛描波状文が三段 に描かれている。

H-1鴎 尾 (第 15図)は小破片のみであるが、部位のわかるものが 4つ程あり、復元により、

器高82cm、 頭部高29,6cm、 頭部幅29,4cm、 頭部 から鰭部 まで58cm程 と考 えられる (註 2)。

鰭部、縦帯の破片が明 らかでないが、無文 と考えられる。 頭部 には基部幅 17 cm、 高 さ13.5cm

の半月形の今1り 形があけてある。厚 さは基底部で 4 cm、 脊稜部で7.5cm、 頂部で2.3cmで ある。

外面はヘラケズリ、ナデでていねいに調整 されており、内面はヘラ】犬工具によるケズリもしく

はオサエの痕跡が見 られる。

S D124溝跡出土遺物

E-25須恵器蓋 (第 14図 6)は蓋郭の蓋で、口径10,8cmで ゆがみがあり、器高 3 cmで ある。

天丼部上面は回転ヘラ削 りで、他内外面はロクロナデである。版築下層の濤跡堆積土最上面よ

り出土 している。その他、小破片の邪片が 1点 ある。

B-1弥 生土器 (第 14図 7)は小形の壺片と考 えられるが、底部片のみで、詳細は不明であ

る。底径 5.5cm、 残存高2.2cm、 底部 には本葉痕がみられ、外面は縄文 (LR)横位施文で、一

部ナデ調整を施 している。内面はヘラミガキを施 している。
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番号 登録番号 写真図版 進構 層位 種  類 器   種
特 徴

凸 (タ ト) 面 凹(内 ) 面

1 F-1 35--1 SD 95 瓦 軒 九 瓦

2 F-2 35-2 SD 95 瓦 軒 丸 瓦

F-3 35-3 SD95 瓦 IT tt.■

F-23 SD95 瓦 丸  瓦 先端に1条 の沈線、縄日、スリ消し 布 日、ヘ ラケズ リ

5 F-22 SD95 瓦 丸  瓦 雅色日、 スリユ肖し 布 目、ヘ ラケ ズ リ

6 E-25 35-3 SD124 須恵器 蓋  罫 ロクロ調整、回転ヘ ラタズ リ ロクロ調整

B― J SD124 弥生■器 釜 (底 部 ) とR横位回転 横位 調 整 (ナ デ、 ミガキ )

8 G-1 表  採 瓦 平   瓦 5条 の波状 沈線 布 目

第14図 第12次調査区 出土遺物
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第15図 第12次調査区出土鴎尾復元図

4。 ま と め

推定方四町の官衛に付属 して造営 されたと考えられる寺院に関しては、その存在すら判然と

していなかったが、古瓦の出土地区が推定方四町の官衛域外であることから、再度、微地形の

観察等を行った結果、方四町南辺から、南に二町程隔てた地区を中心に、方四町区画と西辺を

揃え、真北線を基準とする同一方向で、ほぼ方二町の区画線が推定 されるに至った。古瓦の集

中散布地であった。第12次調査区はこの推定方二町寺域のほぼ中心にあたる。

攪乱 。削平により遺存】犬況は極めて悪かったものの、東西長32m以上、南北幅12m以上の基

壇建物跡版築を検出した。建物方向は明らかでないが、遺存状況からみて、真東西方向の東西

棟建物と考えられる。基壇上面はかなり削平を受けており、礎石・根回め石等は検出されなか

った為、建物規模は明らかでないが、地方官衛にあって、このような基壇を伴 う建物は政庁正

殿や正倉などが考えられるが、官衛域とされる推定方四町の郭外であり、200mも 離れた地区

であることから、宮衛に伴 う施設とは考え難い。古代において宮衛以外に基壇を持つ建物の存

在が考えられるのは寺院以外にない。特に寺院の中でも中枢となる金堂 。講堂 。塔 。僧房 。鐘



楼 。経蔵・回廊 などが考えられるが、32m以上×12m以上 という規模 からみて、塔 。鐘楼 。経

蔵・回廊はあてはまらない。地方の国分寺・尼寺においては、金堂の基壇長が30mを こえるも

のはいくつかみられるが、国分寺・尼寺 クラスの寺院の存在は考え難いので、ここでは講堂 も

しくは僧房 とみるのが妥当であろう。

出土 した瓦は殆んどが、SD95濤跡より出土 したものである。SD95濤跡 とS B100基壇建物跡

との重複関係は検出で きなかったが、SD95濤跡堆積土 か ら瓦が多 く出ること、 S B100基 壇

建物が建立 される以前に瓦葺 き建物が存在 していたことが検証で きない、という2点 から現段

階ではS D95濤 跡がS B100基壇 を切っていると考えられる。SD95濤跡より出土の瓦は復元可能

なものは殆んどないが、軒丸瓦は竜の大 きさに多少の差がみられるものの、文様形態は全て同

種の文様で、特徴は周縁の内側 に圏線が 1条巡 り、弁端が少 し尖 り気味で、蓮弁内に子葉をも

つ八弁の単弁蓮華文 (註 3)で ある。軒平瓦当は出土 しなかったが、平瓦は全てが膜骨痕が明

瞭に観察 されるもので、桶巻作り技法によるものである。九瓦は全形 を知 り得 るものは数点 し

かないもの、玉縁のない行基式のものである。

また、ともに出土 した鴎尾片は破片数で30数点あり、同一個体の破片 と考えられる。鴎尾の

出土例は全国的にも類例が乏 しく(註 4)、 東北地方では福島県福島市l要浜廃寺 (註 5)、 同相馬

市黒本田遺跡 (註 6)力汝日られるのみである。

S B100基壇版築の下層から、濤跡 3条 が検出され、須恵器蓋部の蓋が 1点、弥生土器壺底部

片 1点 が出土 し、弥生時代の遺構 もしくは包含層、および古墳時代の遺構の存在も考えられる

に至った。



Ⅵ 第14次発掘調査

仙台市開発局営繕課より、昭和56年 7月 、

仙台市〆木保育所の増築に伴 う発掘届が提出

されたことから、敷地図庭内の遺構確認、調

査 を実施 した。この調査区は推定方四町の北

辺 にあたり、外郭の大溝、柵木列等の遺構の

存在が予想 された。推定北辺地区は郡山遺跡

の中でも特 に一般住宅が湾集 している地区で、

現状では発掘調査 によって推定外郭線の検証

〔吾譴云ニニぞ]肇 :を曽与gi、
3二 :干晶 重:凩

辺地区の調査 を実施 したことは、推定方四町 第16図 第14次調査区設定図

の官衛域 を考える上で、大 きな意義のある調査 と言える。

調査区は幅 2m、 長 さ17mの トレンチを外郭推定線 に直交する様 に南北 に設定 した。園庭内

は以前畑地であり、かなり上盛 りをしていることがわかった為、重機で盛土、旧耕作土 を排土

し、深 さ70cm程 で、黄掲色 シル ト質粘土 を検出 し、この地山上面で遺構検出作業を行ったが、

何 らの遺構 も検出できず、出土遺物 も攪乱土の中から土師器の細片が数点出土 したのみである(

地山土は比較的安定 した面 を形成 し、攪乱がこの地区だけ深 く及んでいる形跡 もない。旧状

が畑地であったことから遺構上部はかなり削平 されていることは十分考えられるが、遺構が全

て、削平によって消滅 しているとは考え難い。ただ、 トレンチ北半部 にトレンチとほぼ直交す

る東西方向の、幅約1.lm、 深 さ50cmの溝跡とこれを切 り、 トレンチ北外偵」へ 8m以上続 く大濤

状の落 ち込みが検出されたが、これも深 さ50cm程 で、底面はほば平坦で北 に延 びていく。濤跡

底面には砂質粘土の薄い堆積層がみられ、濤に水が入ったことが考えられるが、底面が北に続

く落 ち込みには水が入った形跡 もなく、両者とも堆積土が地山土 と非常に近似 しており、遺物

は 1点 も出土 しなかった。



Ⅶ 第15次発掘調査

1.調 査 経 過

第15次調査は、これまでの調査で明 ら

かになった推定方四町の官衛地区の南外

側 に位置 し、方四町南辺大溝 か ら220m

程南方の地点で、官衛外郭区画のほば推

定中軸線中央 にあたり、さらに、今年第

12次 調査で基壇建物跡 を検出 した所から

南方に約50m程である。郡山中学校校庭

南狽1に 、幅10m、 長 さ40mで束西方向に

トレンチを設定 した。校庭盛土、礫層、

旧水田床土、 4層 暗掲色粘土質シル トま

で重機で羽F土 した。 5層灰白色 を含む黒

掲色粘土質シル ト層から多量に上師器、 第17図 第15次調査区設定図

須恵器、瓦等 を出土するため、 5層 上面で遺構検出を行なった結果、官衛外郭区画の推定中軸

線中央 より、西方に 6m、 さらに12mで、真南北方向に走 る濤跡 2条 、また調査区西から、灰

白色火山灰 を含む瓦溜め遺構 を検出 した。 さらに掲色 シル トの地山面は約30cm程掘 り下げて検

出 した。当初考えていた推定中軸線 より21m西方に真南北方向に走 る溝跡 と杭列跡 を検出 し、

方四町南辺、東辺大溝 と同様、堆積土中に灰白色火山灰層が見られた。また調査区北西コーナ

ーより井戸跡 を検出、板材を組む井戸枠内より古代の寺院で使用 されたと考えられる木簡や、

多量の土師器甕・壺等 を井戸底面から出土 した。発見 された遺構は竪穴住居跡 8軒、杭列跡 1

列、濤跡 6条 、掘立柱建物跡 1棟 、柱穴 Fl1 1 711、 土城14基、ビット11、 不明遺構 1基である。

2.発 見遺 構

発見された遺構は竪穴住居跡 8軒、掘立柱建物跡 1棟 、柱穴列 1列 、杭列跡 1列、溝跡 6条 、

土壌14基、ビット11、 不明遺構 1基で、方四町の官衛 に付属する施設は、溝跡・杭列F亦 で区画

されること、また井戸跡から出土 した本簡からも、施設の存在が明 らかになった。

S1140住 居跡  南辺長4.8mで、平面形はほば方形と考えられる。壁はほとんどなく、東・

西・南壁際で幅25cm、 年朱さ10cm程 の周濤 を検出。床面は上部削平のため不明である。東西中心

線は E-19° 一Nである。堆模土は、黒拐色 シル トである。S K153・ 154土 竣、S E157井 戸跡に

切 られている。

S1143住居跡  南北長5.5m、 南西長 6mのややゆがんだ隅丸方形で、壁は緩やかに立 ち上
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第20図  S1140住居跡平面図

がり、高さは良好なところで15～ 26cmあ り、壁に沿って幅22～ 38cm程 の同濤が巡る。床面は貼

床がほぼ全域にみられる。北壁中央にカマ ドを有し、1.7mの煙道がみ られる。ほぼ焚日都中

央に土師器甕、右袖に桶巻作 り平瓦を据え立て、カマ ド天丼部に丸瓦を施設 している。燃焼部

は幅70cm、 中央奥行40cmで、煙道はカマド奥壁から立ち上がり、長さ1,7m、 幅平均40cm、 深さ

10釦で、断面形はU字形である。煙道先端部は円形で、直径30cm、 深 さ10cmの ピット状を呈す。

カマ ド周辺部の床面から多量の焼土を検出した。主柱穴は4つ検出され、柱穴掘 り方は、ほぼ

円形の直径70～ 90cm、 柱痕肋は直径20cm程 あり、床面からの深 さは約80cmで ある。煙道・カマ

ドを通る中軸線は、N-6°一Wである。住居跡東壁をS D139濤跡が切っている。
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S 1143住居跡

同 濤

l層 10Y R%時 褐色シルト質粘土
2層 10Y R%に ない黄橙ンルト

o                 2rn

1眉 10Y R%に ぶい黄欄色ンルト質砂

2層 10Y R/暗 褐色シルト質粘土

3層 10Y R%暗 褐色シルト

4層 10Y R%黒 褐色ンルト質粘土

5層 10Y R%褐 色シルト

6層 10Y R%黒 褐色粘土

1 層 10Y R%黒 褐 色 シル ト

2a層 10Y R%黒 褐色シルト

2b層 ЮYR%黒褐色シルト

3 層 ЮYR%黒褐色粘土質シルト

1層 10Y R%黒 褐色粘土質ンルト

2層 10Y R%暗tH色 シルト

3層 10Y R%灰 褐色シルト質粘土

4層 10Y R%に ぶい黄橙シルト

第21図  S1143住居跡 平面図・セクション図
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第22図  S1162住居跡平面図

S1158住居跡  東コーナーを検出 したのみで、全形・規模は不明である。堆積土は黒褐色

粘土質シル トである。 S1162住居跡、 S D167・ S D139濤跡 に切 られている。

S1159・ 160住居跡  S1143,158住 居跡、 S D139濤跡 に切 られ平面形、規模等の詳細は不

明である。

S l162住居跡  西 。東コーナーー部のみ検出され、東西長は 6mで、全形・規模は不明で

ある。壁高は15cm、 壁に沿って幅34～ 50cm程の周濤 を巡 らしている。床面は、にぶい黄褐色粘

土質シル トの貼床で、主柱ズは壁から1.2～ 1.5m離れたところに 2つ検出され、柱穴掘 り方は

直径50～ 70cm、 深 さ70cmで、主柱穴間寸法は2.6mである。東西中心線は、検出 された南辺 から

すると、E-11° 一Sである。S1143住居跡、S D139濤跡 に切 られている。

S1169住居跡  遺構の重複 が激 しく、全形・規模は不明である。壁は東壁の一部のみ検出

し、高 さは 5 cm程である。堆積土は黒褐色粘土質シル トで、南北中心線は、残存する東辺 から

するとN-5° 一Wである。S X156瓦溜め、SK 130,145。 151土羨、 S X 170等 に切 られている。

S1171住居跡  南北長5.4m、 東西長5.6mで平面形はやや歪んだ方形である。壁は、殆ん

ど残存 しておらず、周濤は西・北壁の一部で幅32～ 36cm、 深 さ9～ 12cmを検出、床面は貼床で

ある。また北中央床面で固 く焼 きしめられた焼土、炭化層 を検出 した。主柱穴はS1143住 居跡

主柱穴 と重複 し、掘 り方直径・深 さ 。柱間寸法がほぼ同 じである。壁は直立 し、黒掲色 シル ト
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第23図 S1169tF跡  平面回
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6b層  10Y R κ暗褐色粘土質シルト

6c層  10Y R%暗褐色シルト
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第24図  S1171住居跡 平面図



第25図  S B163建物跡 。S A213柱列跡平面図

堆積土の中から瓦片 を10数点出土 している。S1143住 居跡 に切 られている。

S B163建 物跡  東西棟建物で、東西桁行は 5間 以上 (西 から2.0+2.2+1.9+1.9+2.2m)、

南北梁行は 2間 (1.8+1.8m)、 桁行総長は10.2m以 上、梁行総長3.6mであり、方向はN-5°

一Eである。柱穴掘 り方は一辺60～ 82cm、 ほば方形で、柱痕跡は平均直径20cmで ある。S1143・

158。 162住居跡 に切 られている。

S A213柱 列跡  S B163建物跡西梁行から南に延 びる柱列で、柱間寸法は1.5m、 方向は、

N-0°一Eの ほぼ真南北方向である。柱穴掘 り方 は黒褐色 シル ト質粘土で、一辺50～ 60cmの

不整円形であり、柱痕跡は、20cm程 である。

S A177杭 列跡  ほぼ真南北方向に延びる杭列跡で、掘 り方は幅40cm、 深 さ40cm程の布掘 り

である。壁は直立 し、横断面形はU字形 を呈する。杭痕跡は直径10～ 15cm、 心心間隔20cm程で、

ほぼ密接 している。断面観察 によれば、掘 り方上端 から基底面まで60～66cmで あり、杭痕跡 が

掘 り方底面より下層の地山面まで先細 りで観察 され、据 え置いたものでなく、先けず りの杭 を

打 ち込んだものと考 えられる。掘 り方埋土は、上層で黒褐色粘土質シル ト、下層でにぶい黄褐

色粘土質シル トである。

S D131溝 跡  幅1,2～ 2.4m、 深 さ30～ 100cm程である。断面形は扁平逆台形で、真南】ヒ方向

に延 び、 トレンチ南半では深 さlm程の底面が一担立 ち上がり、北側では浅 くなる。北側 は旧

水田の削平が激 しく、壁は検出されず、底面 を検出 したのみである。堆積土は大別 して 2層 に



第26図  S A177杭列跡 。S D142溝跡平面図

分けられ、上層は掲灰色粘土質シル ト、

下層はグライ化 した灰色、底面はオリー

ブ黄色の砂である。溝跡は底面の高低 を

考 え、北方から南へ水が流れていたと考

えられる。

S D139溝 跡  幅70～ 120cm、 深 さ18

～37cm、 断面形は緩やかなV字形 を呈す

る。ほぼ真南北方向に延びる。堆積土は

大別 して 2層 に分けられ、上層は黒掲色

シル ト、下層はグライ化 した黄棚色粘土

で、底面直上から青磁片、また上層から

鴎尾の破片 を出土 している。

S D142溝 跡  幅1.6～ 2.6m、 深 さ43

～65cm、 断面形は、ほぼ逆台形状 を呈 し、

北方上端は、壁に段 をもち、底面はほぼ平

坦である。堆積土 を大別すると3層 に分

けられ、堆積土最上面に灰白色火山灰層

が 5～ 6 cm堆積 している。 1層 は褐灰色

シル ト、 2層 暗褐色粘土質シル ト、 3層

灰黄色粘土が堆積 している。灰 自色火山灰下層 より軒丸瓦 2点 、底面から丸瓦片 を出土 してい

る。濤跡はSA177杭列跡 と7尺等間で平行 して延 び、濤跡 と杭列F亦 は、推定方四町官衛 に付属

する施設 を区画 した遺構 と考 えられる。

S D141溝 跡  幅40cm、 深 さ20cm程 で、断面形は浅 いU字形で、 トレンチ中央で消滅、方向

はN-5°一Eで ある。

S E157井 戸跡  井戸掘 り方平面形は一部 トレンチ】し壁 にかかるが、検出面で約38～ 4.Om、

中位下端がほぼ正方形で遺構検出面から掘 り方底面まで3.5mである。掘 り方は上部で逆円錐形

に開 き、検出面から深 さ1.5mでせばまり、底面まで方柱状 を呈 している。褐灰色粘土質シル ト

を掘 り込み、底面最下層は含水の影響 を受け、グライ化 した黒褐色の砂質粘土である。掘 り方

には、河原石 (直径10～20cm)を 裏ごめ石 として入れ込 んでいる。

井戸の構造は、検出上端から深 さ3.5m程、井戸枠縦板材下端からは45cm下 を底面として、井

戸枠一辺 に 3枚ずつ板材 (長 さ172cm、 幅35cm、 厚 さ5 cm)を 立て据 え、内側中位 に角材 (6×

3.5cm)が 横桟として入れられている。さらに縦板上端外側 に角材 (幅20cm)を 井桁に組み、井



卜
■

1 10Y R黒褐色%奉占土 白色粘上をブロ ノク状に合む

2 10Y R暗 掘色%粘土

3 10Y R黒 褐色%格上 自色社を霜状に合む

4 10Y R黒 色%粘土

5 10Y R黒 褐色%粘土 礫 (河原石)を 合む

6 10Y R tttFJ色 %粘上 自然進物 を多量に含む

桁の四隅 には直径 3.5cm程

の大柄穴 を穿ってある。上

段枠組の四隅柱は直径10cm

の九材下端 を直径3.5cm、

長 さ14cmの大柄 として削 り

出 し、井桁四隅の大柄穴 に

差 し込んで固定 している。

さらに四隅丸柱材には材に

沿って幅 7 cm、 深 さ4 cmの

柄濤 を各々 2本掘 り込んで

上段枠の横板材を上からす

べ り込 ませている。縦板材

の外側面には他用途のカロエ

痕がみ られ、転用材である

ことが考えられる。上段枠

組は、攪乱・崩落により60

cm程 しか残存 していなかっ

た。

井戸枠内には 6層 がほぼ

水平に堆積 している。

1層 …黒褐色粘土で白色

米占土 をブロック状

に合み出土遺物 も

多く、井戸枠の横

板が崩落 したと考

えられる板材、瓦

片等が出土 してい

る。

2層 …礫 を含むH汗褐色粘

土で、馬骨などが

出上 している。

3層 …白色粒 を霜降 り状

8,Ю ttA′

平 瓦

平 瓦===
軒丸瓦

板材
―

上自顧器裟と二[

1号木鶴
2号木術
3号木術

8,000rI

0                           2

-―
―

一第27図  S E157井 戸跡



に含む黒掲色粘上で横枝が崩落 したと考えられる角材 を出土 している。

4層 …白色粒 を斑点状 に含む黒色粘土で、礫 (河原石)層 があり、出土遺物は、瓦、土師器、

須恵器の破片 などである。

5層 …黒褐色粘土で、井戸枠内一面に礫 (河原石)がほぼ平坦 に隙間なく詰まっている。

出土遺物は平瓦、軒丸瓦、本簡 (1号 )、 自然遺物等である。

6層 …黒褐色粘上で、井戸枠維板下端より45cm下で底面となる。

本簡 (2号 。3号 )、 自然遺物等が出土。底面からはほぼ完形の土師器甕・垂 を出土す

る。

第28図  S E157井戸跡模式図
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第29図  S X156瓦溜め跡遺物出土状況平面図

掘 り方埋土内の裏ごめ石とともにS X156瓦沼め跡、井戸跡出土のものと同一個体 の鴎尾片

が出土 している。

SX156瓦溜め跡  5層上面から掘り込みで、平面形は不整楕円形であり、直径 4～ 5m、 深 さ

30～ 40cm程 である。堆積土は灰白色 を含む黒掲色粘土質シル トである。隙間なく攀大の河原石、

瓦等が、廃棄 された状態で検出された。平瓦・丸瓦が主体 を占めるが、ロクロ挽 き重弧文軒丸

瓦、単弁蓮華文軒丸瓦、鴎尾が出土 している。

S K153土墳  長径 170cm、 短径140cm、 深 さ30～ 50cm、 平面形はほぼ円形である。横断面形

はほぼ逆台形 を呈 し、堆検土は黒掲色 シル ト質粘土である。

S K154土壊  SK153土 壊に切 られ、推定平面形は円形で、直径 160cm、 深 さ10～ 15cmで ある。

その他 にS D167,176濤 跡、S K130・ 145。 146・ 148・ 149・ 150～ 154・ 168。 178・ 179土壊、



S X170不明遺構等が発見された。

3.出 土追 物

第15次調査区の出土遺物は、土師器、須恵器、瓦、土製品、石製品、金属製品、木簡、自然

遺物 などである。特に S l 143・ 171・ 162住居跡、 S x156瓦溜め跡、 s E157井 戸跡 から多量

に出土、また堆積± 5層 中からは、主に瓦などを出土 している。

以下遺構 ごとに出土遺物 を略述 し、それ以外について、器種 ごとに略述 する。

S1143住居跡  住居内出土遺物は、カマ ド袖部 にオサエとして用いた平瓦、さらに床面、カ

マ ド周辺、主柱穴、周濤等から土師器、須恵器、瓦等である。

土師器 C-90・ 961Th(第30図 9。 11)は 土師器lTh分 類Ⅱb類 に属する。内外面に段 を有し、

外面体部は手持 ちヘラケズリ、内外面ヨコナデ、内面ヘラミガキ、内面黒色処理である。 C一

97部 (第 30図 4)は土師器郭分類Ⅱb類 に属する。内外面に段 を有し、外面体部は手持 ちヘラケ

ズリ、内外面ヨコナデ、内面ヘラミガキ、両面黒色処理 されている。 C-102邦 (第 30図 6)は

土師器部分類Ⅲ類に属する。底部 から口縁部 までゆるやかに弯曲する。外面体部は手持 ちヘラ

ケズリ、日縁部 ヨコナデ、内面体部ヘラミガキ、国縁部 ヨコナデである。

須恵器 E-69郭 (第 30図 12)は 、丸底で体部 から回縁部 にかけて外傾する。内外面ともロ

クロナデ、外面底部はロクロナデ後手持 ちヘラケズリが施 されている。 E-731Th(第30図 10)

は丸底で体部下半にゆるやかな段 を有 し、内外面ともロクロナデが施 されている。E-72盤 (第

32図10)は 、底部 から内弯気味に口縁部 まで立 ち上がる。内外面ロクロナデである。 E-51蓋

(第 32図 4)、 E-66蓋 (第 32図 1)、 E-94蓋 (第 32図 6)は破片であるが、口縁部内面にカエ リ

をもち、天丼部は丸味 をもつ。 E-66は 馬平な宝珠様つまみを有する。

瓦 カマ ド右袖部オサエに用いた G-9平 瓦は桶巻 き作 りで、凸面は縄叩き目をスリ消 して

いる。 F-9軒 丸瓦は、単弁蓮華文軒丸瓦で、南辺周濤より出土 している。

土製品 P-2フ イゴ羽口 (第 35図 2)は残存径 6 cmで円筒形の内径は 4 cmで ある。

S1162住居跡  出土遺物は、土師器罫・甕、須恵器郭・鉢・皿、瓦などであるが、細片が

多い。

土師器 C-92堺 (第 30図 10)は 、東コーナー同濤埋土中から出土、土師器好分類Ⅱe類 に

属する。丸底で体部中位 に稜をもち、日縁部がほぼ直立する。外面口縁部体部上半までヨコナ

デ、底部下半手持 ちヘラケズリ、内面は全面ヘラミガキである。 C-861TN(第 30図 7)は床面

上出土で、土師器分類 ]bに属する。体部内外面に段 を有し、底部は丸底、外面口縁部 はヨコナ

デ、一部ヘラケズリ、底部から体部下半まで手持 ちヘラケズリ、内面はヘラミガキ、内面黒色

処理 されている。

須恵器 E-75皿 (第 32図 8)は床面上より出土 し、底部 と体部の境に稜をもち、短い体部
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第30図 第15次調査区 出土遺物
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ヨ
ヘ

構
体

2 C-80 39-6 SE157 土師器 甕
デナ

デ

部

ヘ

軽
郎

口
体

C-82 39-1 SE 157 土師器 甕

3 C-81 39-5 SE157 土師器 甕
部

へ

構

郎

日

体

8 C-85 39-9 SE157 土師器 鉢

C-83 39-8 SE157 土師器 甕

C-78 40-1 SE157 土 師 器 〕霊

C-77 39--7 SE157 土師器 甕

6 C-79 39-4 SE157 土師器 一“ 資サ
ヘラミ方■ ドHt力 ら̂

10 C-76 39-3 SE157 土師器 甕

嘉31図 第15次調査区 出土遺物
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第32図 第15次調査区 出土遺物



0          1()cm

番 号 登録番号 写真図版 逸博・層位 種  類

〕 F-13 42--3 S X 156 丸 瓦 縄日、ヘラナデ 布 目

2 F-20 36--2 S1143 丸  瓦 縄目、ヘラナデ 布 目

3 G-8 37--2 S l 169床 面 平 瓦 縄文、ヘラケズリ 布 目、ヘ ラケズ リ

F-15 40-4 S E 157 軒丸瓦 縄日、ヘラナデ

5 F-19 38-3 S D 139 丸  瓦 布 目

第33図 第15次調査区 出土遺物
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番号 登録番号 5真図版 逮構 層位 種 類
特 徴

凹   面 凸 面

G-6 4ユ ー 3 SX156 平 瓦 布目、ヘラケズ リ 縄 目、ヘ ラケズ リ

G-5 41-4 SX156 平 瓦 布目、ヘラケズ リ 縄 目、ヘ ラナデ、面取 リヘラケズリ

3 G-7 40-3 SE157 平 瓦 布目、ヘラケズ リ ヘラケスリ

第34図 第15次調査区 出土遺物



で回縁部は外傾 し、端面はやや外傾する。

S1169住居跡  出土遺物は、土師器lTh、 蓋、外、甕、須恵器壺等であるが、大半力朔 破ヽ片

で、復元可能なものは少数である。土師器 C-94部 は土師器郭分類Ⅱb類に属する。 C-93郭

(第30図 3)は九底で、緩やかに立 ち上がる。内外面は全面ヘラミガキ、日縁部 ヨコナデで両

面黒色処理 されている。器高は 2 cmと 低 く、日径は14.9cm程 で、残存%の為、器形分類上郭 と

したが、皿 と考えることもできる。 C-88壺 (第 35図 4)は床面か ら出土 し、体部上半 を欠

損 しているが、体部は大 きく開 く。外面体部は縦、横方向の刷毛日、内面はほとんど磨減 して

いる。須恵器は壷の細片、瓦は平瓦 。丸瓦の細片 を出土 している。

S1171住居跡  土師器邪 (土 師器lTh分 類Ⅱb類に属する)、 甕胴部片、瓦破片 を出土 している。

須恵器E-72盤 (第 32図10)は床面から出土 し、底部 から内弯気味に口縁部 まで立 ち上がり、

内外面ロクロナデである。

S A177杭列跡  掘 り方埋土から、土師器郭、甕、瓦の細片であるが、観察 によれば郭は内

面黒色処理である。瓦は平瓦で凹面は布目で、凸面は縄叩き目後ケズリを施 している。

S E157井戸跡  井戸内から土師器、須恵器、瓦、鴎尾、本簡、動植物遺体等が多様 に出土

している。特 に丼戸底面からほぼ完形する土師器甕、重が10数個体出土 している。

堆積± 1層 …主に瓦の細片が多 く、復元可能なものはほとんどなく、井戸枠の横板、井桁が

崩落 したと考えられる木材 を出土 している。

堆積± 2層 …少量の土師器、須恵器、瓦等の細片が主である。

堆積± 3層 …ほぼ隙間なく礫 (河原石径20～ 30cm)が検出され、その上面で、瓦の細片を出

土する。

堆積± 4層 …土師器、須恵器、瓦等の細片が出土。

堆積± 5層 …。その上層 から土師器C-82甕 が出土

土師器C-82甕 (第31図 4)は 器高が口径より大 きく、最大径が体部 にあり、体部が球形に

張 り出 し、頚部が「 く」字、国縁部で段 をもって外傾する。体部外面はヘラケズリの後ヘラミ

ガキ、頚部から口縁部 にかけて内外面ヨコナデ、内面底部はナデツケ、体部はナデである。 C

-72郭 (第30図 2)は土師器lTh分 類IV類に属する。底部から緩やかに立 ち上がり、口径は 8 cm

程で/」 ぶヽ りである。外面底部 から体部 にかけて手持 ちヘラケズリ、内外面口縁部 ヨコナデ、内

面はヘラミガキ、体部中位 に炭化物の付着が認められる。

F-15軒丸瓦 (第 33図 4)は 周縁部欠損で あるが、径 4。 4 cm、 5(1+4)個 の蓮 子

をもつ中房 を中心 に、八弁の花弁 を配 し、弁端は少 し尖 り気味である。同縁の内イ貝1に 圏線 を巡

らしている。G-7平 瓦 (第 34図 3)は、凹面に布目、先端 をヘラケズリ、凸面は縄叩 き目後

縦方向にヘラケズリされている。K-1石 製品 (第 35図 5)は 円形の軟質石製で直径3.lcm、



厚さ0.6cmの 円板に小さな4.5～ 5.Ocmの 貫通孔を穿っている。 H-2鴎尾 (第35図 3・ 7)は、

褐灰色で維9.5cm、 横17.Ocm、 厚さ5 cmの破片である。裏面はヘラナデ、表面は平坦にナデであ

るが、粗雑な作 りである。全容は不明であるが、SX156瓦 溜め跡出土の破片 と接合する。 1

号木簡 (第 54図 1)は長さ10cm、 幅 3 cm、 厚 さ0。 lcmで ある。

堆積± 6層 …

2号木簡 (第 54図 2)は長さ8 cm、 幅1.3cm、 厚さ0.2cm、 3号木簡 (第 54図 3)は長さ32cm、 幅

1.8cm、 厚 さ0.2cmを 出土 している。詳細については木簡出土の章で記述する。

出土遺物は井戸枠縦板下端、井戸枠外の掘 り方にまで及び、さらに礫 (祭大の河原石)が入

れられたと考えられる。土師器C-77甕 (第 31図 9)は、器高が口径より大 きく、最大径が口

縁部にあり、体部が長胴形で、頚部に体部の上限を画す段があり、口縁郡 は外反し、端部は平

坦である。外面体部は刷毛日、日縁部ヨコナデ、内面体部は刷毛日、のち一部ナデ、日縁部ヨコ

ナデ、底部ヘラナデである。C-80甕 (第 31図 2)は最大径が体部にあり、底部から頚部にか

けてやや九味をもち、 口縁部が緩やかに立ち上がる。底面は木葉痕がみられ、外面体部下半は

ヘラケズリ、上半はヘラナデ、日縁部ヨコナデ、内面体部・底部ヘラナデである。C-83甕 (第

31図 7)は最大径が口径にあり、底部から頚部にかけてほぼ直立する。口縁部はやや外傾する。

頚部下半は上端に径0。 7cm、 深 さ1.lcmほ ど穴 を開けた取手をほぼ等間に4つ貼 り付けている。

底部は木葉痕が見られ、外面上半で刷毛日、下半でヘラナデ、口縁郡 ヨコナデ、内面体部はヘ

ラナデ、口縁部ヨコナデ、一部縦方向のナデである。C-78壼 (第 31図 5)は体部が球形に張

り出しているが、体部上半欠損のため全形は不明である。底部には本葉痕が認められ、外面体

部は刷毛日、内面は多方向のヘラナデである。C-84壺 (第 31図 1)は最大径が体部径にあり、

体部は球形状に張 り出し、頚部から口縁部にかけて「く」字状に外傾する。底部は本葉痕が見

られ、体部下端まで手持 ちヘラケズリ、頚部まで刷毛日、日縁部ヨコナデ、内面口縁郡 ヨコナ

デ、体部ヘラナデである。C-79壺 (第31図 6)は体部下半欠損の為、全形は不明である。体

部は球形状 に張 り出 し、頚部 から口縁部 にかけて「 く」字状 に外傾する。外面体部上半

ヘラミガキ、下半ヘラケズリ、頚部・口縁部はヨコナデ、内面日縁部ヨコナデ、体部はナデで

ある。C-81甕 (第 31図 3)は最大径が体部径にあり、丸底で体部は九味をもって頚部まで立

ち上がり、口縁部は「く」字状に外傾する。外面口縁部はヨコナデ、体部下端まで縦方向にヘ

ラナデ、体部下端から底部は手持 ちヘラケズリ、内面体部は横方向のヘラナデ及びヘラナデで

ある。C-85鉢 (第31図 8)は口径が器高より大きく、体部はやや九味をもって底部へ至る。

外面体部は刷毛日、底部手持 ちヘラケズリ、内面体部・底部ヘラナデである。C-76甕 (第31

図10)は平底で、最大径は体部にあり、九味をもって立ち上がり、頚部から口縁部 にかけて外傾

する。口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラナデである。
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外  面  1 内 面

特 徴

P-1 土製品 フイゴ羽ロ ヘラケズリ、鉄津付着

P-2 143 土製品 フイゴ羽口 ヘラケズリ、鉄滓付着

3 H-2 42-1 SX156 隆   尾 ヘラケズリ、1旨 ナデ、ミガキ ヘラケズリ、指ナデ

C-38 3i-4 SI 169 土師器 重 ハケメ、ほ部木票涙

5 K― 】 SE157 石製品 穿孔を有す

6 G-4 ■-2 SX156 瓦 軒 平 瓦

H-2 40-5 SE157 協   尾 ヘラケズリ、 ミガキ ヘラケズリ、指ナデ
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全

番 進構 婚位 器種極
与

凹 趣悔 層位 種類
特 微

凸  面

2 F-10 38-1 D1421悟 F-21 36-6 SI IS天堤 五 ヘラナデ 布目、ヘラケズリ
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S X156瓦溜め 土師器、須恵器、瓦等の破片が多 く、その量は整理用平箱に 5箱 にも及ぶ。

土師器 C-74罫 (第 30図 5)は土師器部分類Ⅱb類に属 し、内外面体部下半に段 を有 し、外面は

ヨコナデ、手持 ちヘラケズリ、内面はヘラミガキ、黒色処理 されている。 F-13九瓦 (第 33図

1)は凸面は叩 き目不明であるが、多方向のナデ、凹面は布目で端部はケズリである。G-5
。6平瓦 (第 34図 2・ 1)は凸面は縄叩 き目の後ヘラケズリ、凹面は桶巻作 りでヘラケズリで

ある。G-4軒 平瓦 (第 35図 6)は、ロクロ挽 きの重弧文である。顎当部 が平瓦部から剥離 し

ているため残存する預の深 さ6.5cm、 瓦当厚3.5cmである。顎面の叩 き目は不明であるがヘラケ

ズリ整形 された素文であり、顎部広端部の接合面に斜め格子状 にヘラキズを入れている。

その他の遺構 から出土する遺物 についてH各述 する。

土師器

C-73邦 (第 30図 1)は土師器罫分類Ⅳ類に属する。日径 8 cmの小ぶ りの器形で、九味 をも

って立 ち上がる。底部 から体部下半まで手持 ちヘラケズリ、体部上半はヨコナデ、内面はヘラ

ミガキ、日縁郡 ヨコナデ、内面に炭化物の付着が認められる。内面黒色処理 されている。 5層

出土である。 C-68郭 (第 30図 8)は土師器分類Ⅱb類に属する。内外面 とも段 を有 し、底部か

ら体部下半まで手持 ちヘラケズリ、内面ヘラミガキ、内面黒色処理 されている。

須恵器

E-67部 (第 30図 16)は 4層 出土で、口縁部が歪んでおり底部は回転糸切 り、体部口縁部ロ

クロナデである。 E-65郭 (第 30図 14)は 5層 出土で、体部外面に段 を有 し、日縁郡 は緩やか

に立 ち上がる。底部は回転ヘラケズリで、内外面体部 から口縁部 にかけてロクロナデである。

E-40罫 (第 30図 15)は 5層 出土で、体部下半から口縁部 にかけてやや直立気味に外傾する。

底部は回転ヘラケズリ、内外面ロクロナデである。 E-91高台付 lTh(第 32図11)は 5層 出土で、

邦部口縁部は欠損 しているが、体部下端 に段 を有 し、高台は貼 り付けている。蓋はいずれも 5

層出土で、E-43(第 32図 2)は口縁部内面にカエ リがある。E-53(第 32図 5)は 、日縁部

が下方へ屈曲する。 E-62(第 32図 7)は、天丼部に丸味をもち、口縁部 は緩やかに屈曲する。

E-48(第 32図 3)は天丼部 に扁平な擬宝珠様つまみを有する。 E-68盤 (第 32図12)は底部

から内弯気味に口縁部 まで立 ち上がり、底部は回転ヘラケズリで、内外面ロクロナデである。

硯 E-33(第 32図13)は 5層 からの出上で、11点の細片 と周縁の海部 と脚部の%程度が残

存 している。復元型16.5cm、 脚部下端の径 19.2cm、 高さ5,6cm、 縁の幅2.Ocmで脚部はやや内側

に直立するが、下端部では稜をもって外反する。脚部は長方形 (2.4× 0.6cm)の 孔を2個 、「EP」、

「り」状 を交互 に透 し孔が配置されると考えられる。上面には縁より2.Ocm程内側 に径 12cm、

高さ0.4師の円堤が作 られ、その内側が平坦な陸 になっていて、陸は磨滅 している。



瓦  トレンチ全域から出土 しているが、細片がほとんどである。 F-8丸 瓦 (第 36図 1)は

5層 より、 F-10。 11丸瓦 (第 36図 2・ 3)は、S D142濤跡埋± 1層 から出土 し、いずれも単

弁蓮華文軒丸瓦である。

鴫尾 SD139濤跡、SX156瓦溜め跡、S E157井 戸跡から褐灰色の破片が12点 出土 している。

土製品 P-1フ イゴ羽口 (第 35図 1)は 5層 出土で、残存径7.8cmでほぼ円筒形であり、先

端は鉄滓が付着 している。

青磁  」-1青磁 (第 32図 14)は SD139濤跡底面から出土 している。釉はオリーブ灰色 を呈

し、文様は認められるが、細片の為全体の器形・文様は明 らかでない。

その他、 5層 から磁器、鉄器の細片が出土 している。

4。 ま と め

推定方四町の官衡に付属 して造営 されたと考えられる寺院に関しては、第12次調査の結果、

以前から知 られていた古瓦散布地が寺院の中枢地区であることが半」明したが、第15次調査区は

その東狽1に位置し、推定寺院域の東辺にあたる地区である。また、推定方四町官衛域の南北仮

想中軸線延長上にあたっている。

現況は郡山中学校の敷地内となっているが、中学校創立以前は水田となっていた。水田は畑

地ほど耕作による攪乱が深 くなく、地山上層の 5層 上面と地山 (6層 )上面で遺構 を検出した。

主な遺構は竪穴住居跡と濤跡であり、その他井戸跡、杭列跡、掘立柱建物跡である。これらの

遺構の変遷 を模式化すると次のようになる。

6  帰∃ 居跡

S B163建物跡

|

↓

S1158住居跡

|

↓

S1160住居跡

S1140住居跡

I          S1162住 居跡

|       |
SE157井戸跡       S1143住 居跡      S1169住 居跡

5  層   SD131濤Ftt SD142溝 I亦           SA177杭 テ1跡  SX15よ者:ユ留め跡

5層 上面              灰白色火山灰

u
S D139濤跡4 層

S1171と S l159に ついては同時性が検証で きない。SE157と S1143に ついては出土遺物がほば

同時期のものと考 えられる。S D142と SA177に ついては遺構の在 り方から同時期のものと考 え

S1171住居跡



られるが、S D131・ S X156と は同時期 と断定で きない。 5層 上面の灰自色火山灰 は西暦 900年

前後 に降灰 したものと考えられている(註 7)。 4層 中からは中世以降の遺物が出土 している。

SH71住居跡出上の土器は床面上のものは須恵器 E-66蓋、E-72盤の 2個体であるが、 E
-66は陶邑古窯跡群のTK217号 窯出土の蓋 と類似 している。TK217号 窯蓋 は須恵器型式編 年

の第 Ⅲ型式第 1段階 に位置づけられている(註 8)。 第Ⅲ期 は 7C。前半～ 7C.後半 とされること

から(註 9)、 S1171住居跡の年代 も 7C.後半代 と考 えられる。 E-72は清水遺跡出土の第 V群

土器 と類似 しており、この第 V群土器は東耳ヒ地方南半部の第 5型式 (栗囲式)の新 しい段階の

ものと関東地方の鬼高式後葉の段階のものに位置づけている(註 10)。 また、この土器群 が陶邑

第 Ⅲ期の前葉から中葉に比定 し、7C。 中葉から後葉 を中心 とした時期のものとしていることも

矛盾 しない。

S1143住 居跡出土の土器は床面上のものは須恵器E-731Th、 E-94蓋と、土師器 C-90・ C

-97罫 の 4個体である。須恵器は両者 とも陶邑第 Ill期 のものと類似 している。土師器郭は、 7

C.代 の土器とされる栗囲式のものとは明 らかに区別 される(註 11)。 この土器は清水遺跡第Ⅵ群

土器、糠塚遺跡第 I群土器 (註 12)、 観音沢遺跡 Ⅱ oⅢ 類 (註 13)に 類例 を求めることがで きる。

これ らはいずれも細分および新旧関係はあるとするものの、東北地方南半部の土師器編年 にお

ける国分寺下層式 (註 14)に 比定 している。これまで国分寺下層式の上器は 8C.の後半代 と考 え

られていたが、共伴する須恵器の年代 と矛盾 をきたしている。 さらに資料の増加 をまって、国

分寺下層式の年代設定 について検討 を要する。

S1162住 居跡出土の土器は床面上のものは土師器 C-86・ 92部 であるが、 これらもS1143住居

跡出土のC-90と 類似 しており、国分寺下層式 に比定 されるものであろうが、さほどの時間差

はないものの、 E-731Th、 E-94蓋 を出土 したS1143住居跡 に切られており、一概にこれまでの

国分寺下層式期の年代 をあてはめることはで きない。

S E157井戸跡は遺存状況が極めて良好で、枠組の板材・角材がさほど損なわれずに遺存 して

いた。井戸内からは多 くの土器完形品・瓦などの他、郡山追跡では初めて、宮城県内では多賀

城跡 に次いで 2遺跡 目の本簡が発見 された。木簡の内容によれば、 2号本街の「学生寺」や 3

号木簡の経文習書後、写経用の「定本」 として転用 したものなど、寺院に深 く関係のある木簡

が出上 し、この地区に寺院が存在 していたことが確実 となった。井戸の構造 については横板組

の上段部 と縦板組の下段部 によって枠 を作っており、複雑な本組などを行っている。古代 にお

ける井戸で縦板組を行っているものは、宮城県では多賀城跡外郭東南隅地区 (註 15)、 多賀城市水

入遺跡 (註 16)、 仙台市今泉城跡 (註 17)な どが知 られているが、これらの中でも最 も整備 された

形態のものであろう。

推定方四町の官衛域仮想中軸線の延長上 には、推定南門に続 く道路遺構の存在が予想 された



が、上面削平の為、道路もしくは道路の側濤と断定 し得る遺構はなかったが、仮想中軸延長線

の東側 を調査できなかったので、今後の調査の課題としたい。しかし、杭列跡 と7尺隔てて平

行する濤跡は、遺構の在り方が推定方四町の外郭線より小規模であるが、材木列と濤による区画

構造はよく似かよっており、何 らかの区画施設と考えられるが、寺域の区画とは考え難い。

これまでの調査では調査区域の攪乱が著 しく、遺構検出面が単一で、遺構の新旧関係が直接

重複 した部分でしか検証できなかったが、この調査区では2層 にわたって遺構が検出され、区

画施設とも考えられる濤跡や杭列跡の存在する以前に竪穴住居跡群があったことも明らかにな

った。また、各遺構の重複関係により、少 くとも5期 にわたる変遷が認められ、竪穴住居を営

んでいる間に一時期、掘立柱建物が存在 している時期がある。竪穴住居跡の中にはカマ ド等に

瓦を施設 しているものがあり、一般集落にみられる竪穴住居とはやや性格の異ったものと考え

られる。掘立柱建物の性格と併せて、今後の検討を要する。

第12次調査で出土 した鴎尾片とは別個体の鴎尾片が瓦溜め跡や井戸跡掘り方などから出土し、

鴎尾の出土例が 2例 となった。



Ⅷ 第16次発掘調査

1.調査経過

第16次 調査区は推定方四町の西辺にあたる
訂

地区で、昭和55年度第 7次調査で検出した南  山

西コーナーの隅榔建物跡から北に140m程 の  「
地点である。西辺部は住宅が密集 しており、  母

この地区以外に調査可能な地区はない。調査

区は推定大海 とllHI本 位置にまたがって幅 3m、

長 さ20mの トレンチを東西方向に設定 した。

現状は畑地で、耕作による天地返 し、攪乱が

著 しく、深 さ50～ 70cmま では攪乱であった。

害酪穣き憲,牲:爺兵奇こと愁盈ぞ猿二曇竜証
出 したが、大溝は南辺 。東辺地区とは異った 第37図 第16次調査区設定図

状態で、内側の立 ち上がりは検出されたが、外恨1が殆んど底面 レベルのまま西へ続いていく。

また、柵本列 をまたいで拝ζ建物跡 を検出 した部分は建物の全容 を知 る為、 3× 6mの範囲で拡

張 し、 2間 × 2間以 上の将4と 考えられる掘立柱建物跡が 1棟検出され、柱痕も良好に遺存 して

いた。建物規模 を知 るに至らなかった。外郭 コーナーには櫓建物跡がとりつ くことが明 らかに

なっていたが、コーナー部以外にも櫓建物跡が存在 していたことが半」明 した。

2.発 見遺 構

発見された遺構は、掘立柱建物跡 1棟 、柵本列、濤跡 5条 、竪穴住居跡 1軒、竪穴遺構 2基、

土媛 3基、その他で、外郭西辺 を区画するlll木列、さらに柵本列 を跨 ぐ櫓建物跡の存在が明 ら

かになった。

S B134建物跡  東西 2間 、南北 2間 あるいは 2間 以上の総柱建物跡 と考えられる。棟通 り

はSA138柵木列と一致 し、真南北方向である。棟通 りの柱間寸法は140～ 230cm以 上、打f行 、梁

行の柱間寸法 も180～ 205cmと ばらつきが見られる。両桁の柱穴掘 り方は、一辺140～ 180cmの や

や歪んだ方形で、深 さは190cm程 である。検出された柱痕跡の全ての柱穴では柱痕が遺存 してお

り、直径40～ 50cmの 丸柱である。掘 り方の埋土は、口と掲色粘土質シル ト、および黒掲色・緑灰

色 I「E土 で、グライ化が著 しい。棟通 り柱穴の掘 り方は、柵木列掘 り方の幅 を拡げた様な布掘 り

となっており、中央柱穴で深 さ170cm程 である。また、調査区北壁中央 にIDhい て、柵木列の掘 り

方が拡がることから、柱の存在が考えられる。S1174竪穴遺構 を切 り、S D175溝跡 に切 られて
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いる。

S A138柵木列  直径30cm程 の九材 を真南】ヒ方向に密接 して立て並べた柵木列で、S B134建

物跡南列中央柱穴 まで続いている。柵本列の掘 り方は、幅70～ 80cm、 深 さ110～ 130cm程である。

掘 り方の埋土は、暗褐色 シル ト質粘土である。柵木痕跡は 6本認められ、掘 り方基底部 から各

各違 いはあるが、本質部 が遺存 している。柵木の平均直径25cm、 心心間隔は平均28cmで ある。

SD164濤跡、SK173土 渡、S1174竪穴遺構 を切 り、S D175濤跡、SK211土竣に切られている。

S D132溝 跡  幅 6m以上、深 さ60cm程で、検出 した東壁は、ゆるやかに傾斜 し、西壁は調

査区内では検出されず、底面はさらに西に延 びていく。東壁上端線の方向はSA138柵木列 とほ

ぼ同方向の真北線 に一致 し、濤の最深部 から柵木夢1中心線 まで7.2～ 7.3cmである。堆積土 は大

別 して 2層 に分けられ、上層は暗褐色 シル ト、下層は暗掲色 シル ト質粘土である。S1135竪穴

住居跡 を切っている。
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S D133溝 跡  幅110cm、 深 さ30cm、 断面形は逆台形である。調査区東側 より弯曲 しながら西

に延 びている。S1137竪穴遺構 を切 り、S K136土墳、SA138柵木列に切 られている。

S1135竪穴住居跡  南東コーナーのみ検出され、全形・規模等は不明である。壁高は20cm、

壁際 に幅 3 cm、 深 さ2 cm程 の濤がめぐり、板材 を立て並 らべていたと考 えられる。堆積土は、

暗褐色粘土質シル トである。SD132濤跡、S D133濤跡 に切 られている。

S1137竪穴遺構  調査区内で検出されたのは、西壁の一部のみである。壁はゆるく傾斜 し、

壁高は10～ 15cmで、底面に起伏がある。S D164濤跡 に切 られている。

S X165 1.2～ lm以上、厚 さ10～ 12cm程 に炭化物が堆積 した遺構である。上面より鉄津等

を出土 している。

3.出土遺物

16次調査での出土遺物は、土師器、須恵器と若子の瓦片等である。

土師器は、罫、外、高lTh、 蓋、壺等が出土 している。 C-168郭 (第42図 3)は 、土師器部分

類 Id類に属 し、S D133濤跡から出土している。口縁部はゆるくS字状に立 ち上がり、調整は口

縁部がヨコナデ、体部は手持 ちヘラケズリが施 されている。C-16517N(第 42図 1)は 、土師器

部分類Ⅱc類に属し、遺構検出面より出土 している。体部外面に段 を有する。段より上はヨコナ

デ、下は手持 ちヘラケズリ、内面はヘラミガキが施 され、黒色処理 されている。C-106鉢 (第

42図 5)は、S D166濤跡から出土 し、非ロクロ、平底で、内面黒色処理 され、一部ヘラミガキ

が施されている。C-107高郭 (第 42図 2)は、S1137竪穴遺構の底面より出土 し、外面の口縁、
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脚裾部 がヨコナデ、他は手持 ちヘラケズ リ、写部内面はヘラミガキが施 され、黒色処理 されて

いる。 C-169蓋 (第 42図 4)は、SD132濤跡 より出土 している。同縁部 とつまみは欠損 してい

るが、内面にカエ リのある蓋である。天丼部内面に朱 がイ寸着 している。 C-108壷 (第42図 6)

は、SA138柵木列掘 り方より出土 し、内面に漆が付着 している。底部 には木葉痕があり、体部

外面に手持 ちヘ ラケズ リ、一部ヘラミガキ、内面はヘラナデが施 されている。

須恵器は、イ、平瓶、重等が出土 している。 E-86邦 (第42図 9)は 、遺構検出面より出土

し、体部外面に 3段の波状沈線が巡るものである。 E-87平瓶、 E-88瓶 (第42図 7)も 各々

~4
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6 C-108 ヘ ラナデ、漆付着

遺構検出面 須恵器 χ 漆付着

第42図 第16次調査区出土遺物実沢J図



破片であるが、遺構検出面より出土 している。 E-88瓶 内面には、漆がイ寸着 している。 E-89

(第42図 8)の 口頚剖
`片

が、 S B 134建物の柱穴掘 り方より出土 している。

その他 に、P-4フ イゴの羽口片が、SB134建物跡柱穴掘 り方より出土 している。また、遺

構検出面や、S B134建物跡、S A138柵木列の掘 り方より、炭化物、鉄滓が出土 している。

4。 ま と め

推定方四町の官衛域外郭線の位置 。構造・規模等 に関 しては、第11次調査 まで 8ケ所の調査

区で南辺・東辺・南西コーナーの概要が明 らかになっているが、詳細は昭和55年度の概報「郡

山遺跡 I」 、および本概報「同ⅡJの 中で報告済であるので、ここでは触れないが、柵本列の位

置は南西コーナー隅櫓建物跡 に接続 して検出された西辺柵木列の一部 を基に真北方向に延長 し

て得 られる推定線 とほぼ一致 していることから、外郭柵本はかなり精度の高い測量技術でその

施設位置 を決めていることがわかる。また、柵本の構造・規模 についてみても、布掘 りの幅や、

材の太 さ、柵木間隔等 に普遍性がみられることから、ほぼ一定の規画の基に構築されているこ

とがうかがえる。布掘 り底面のレベルは標高値で7.8m程 で、南辺 III木列の7.3m、 東辺柵木列

の8.lmと ややばらつきがみられるが、これは旧地形の高低 にある程度合わせて構築 したことに

よるためと考えられる。

城柵官衛の外郭 に併設 される建物については門と櫓の 2種が考えられる。門は四脚門、八脚

門等が考 えられるが、四脚門は 2間 × 1間 、八脚門は 2間 × 3間 の柱配置となり、今回検出 し

た建物跡は梁行 2間 、桁行 2間以上であるので、四脚門にはなり得ない。柱配置からみれば、

八脚門の可能性 もあるが、桁行の柱間寸法が1.80m(6尺 )+2.05m(7尺 )で 、桁中央 となる部

分の間尺 がやや供すぎること、主柱 となる部分の柱位置が、棟筋にはあるものの、梁筋から50

cm程南側 にずれていることから、この建物跡 を門とするには構造的に考え難い。よって、この

建物 を櫓と見るのが現段階では妥当であろう。櫓建物についてはその構造・規模・位置等によ

り、いくつかの種類に分類でき (註 18)、  この建物跡の全容が明 らかにできないので、速断は

危険であるが、掘立柱建物であること、梁行 2間 、椎f行 2間以上あること等の特徴 を有する建

物は10世紀代以降 と考えられるが、ここでは一概 に適用 し難い。外郭線上での建物位置は南西

コーナーの隅櫓建物P亦 の位置から約140mで、 1‖ ]‐ 20間 に相当し、この数値だけから建物配置の

規則性について言及することはできないが、今後の調査で検討 を要する課題である。

濤跡は内側の立 ち上がりが検出されたものの、外イ貝1の立 ち上がりが検出されず、外郭の大濤

と断定できない。柵木列中心から落 ち込み上端 までは4,45mで、村‖木夕1と 大濤の心心間隔が8.5

～8.8m(30尺 )と するこれまでの調査結果 と矛盾点が見られるが、西辺での外郭のあり方は今

後の調査 を待たなければならない。



Ⅸ 第17次発掘調査

1.調査経過

第17次調査区は推定方四町の東

辺にあたる地区で、本年度の調査

計画立案の段階では外部東辺の大

濤推定位置であったが、第11次調

査で外享焉東辺の柵木列と大濤を推

定位置より4m程内側で検出した

為、この調査区は外郭大溝の外狽1

に位置することになった。タト郭大

濤の外側 についてはこれまで調査

を実施 しておらず、遺構存在の有

無を確認する必要 もあったことから、当初の外郭線確認という目的 を若千変更 して調査 を行っ

た。 トレンチは幅 6m、 長 さ16mで南北に設定 し、現状が畑地で耕作による削平・攪乱が著 し

い為、表土は重機でつい土 した。攪乱は トレンチ北側で90～ 100cm、 南側で20～30cm程 まで及び、

違構は深 さ50～ 60cm程 の黄掲色粘土質シル トの地山上面で検出された。検出された遺構は土壊

・追跡 。小 ピットなどであるが、 トレンチ北壁に沿って暗褐色土の濤跡落 ち込みを検出 したの

で、北東部 を1× 2.5mで北に拡張 したが、この落ち込みの】ヒ側立 ち上がりを検出するに至らな

かった。

2.発 見遺構 ・ 出土遺 物

検出 した遺構は濤跡 5条 、土壊22基、小柱穴・小 ピット88で ある。

濤IItlは 幅4.5m、 深 さ60cmの S D181を 除けば他は幅80～ 100cm程 の濤で、深 さは 5～ 10cmで あ

る。土壊はSK191が 2.4× 1.6m、 深 さ80cmで 壁がほぼ直立 しているもので、他は方形 。円形・

不整形などまちまちで、深 さは15～ 25cm程 である。小柱穴・ピットは直径10～ 40cmの 円形 もし

くは一辺30～40cmの 不整方形で、柱痕跡が明瞭に識別できるものがあるが、建物跡 としてまと

まるものがなかった。

遺物は土壊内堆積土から土師器の細片が 2、 3点 出土 したのみで、他には全 く遺物が見 られ

なかった。

遺構は年代 を確定 し得る資料がないので、速断できないが、古代の遺構 と考えられるものは

なかった。
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X 第18次発掘調査

1.調査経過

仙台市経済局耕地課より、昭和56年 11月 に仙台市郡山三丁目地内の側濤改修工事に伴 う発掘

届が提出されたので、改修部分の幅 lm、 延長170mについて遺跡確認調査を実施した。調査部

分は、推定方四町の東辺にかかり、第11次 と第17次調査区の間にあたる。現状は堀となってお

り、重機で幅 lm分 について堀の堆積土を排土 して遺構確認作業を行った。位置的には外郭の

大濤と柵本列の両遺構が検出できる範囲にあるが、大濤推定位置の部分については攪乱が著し

く、改修工事は現状 を変えることなく行われることもあり、遺構検出面まで掘 り下げなかった。

柵木列は推定線とほぼ変わらない位置で検出された。調査区の幅がlmと 非常に狭いので、柵

木列の一部 を検出したのみである。柵木列の構造・規模については他調査地区での状況と相違

ない。位置については、第11次調査区内での検出位置と併せて考えると、東辺方向も真南北方

向と一致 し、推定南東コーナーより北へ133mの位置である。

2.発見遺構 ・出土遺物

検出した遺構はSA155柵本rllの みである。

S A155柵木列  布掘 り幅80cm、 深さは検出面から35cm程 で、底面標高は8.50mで ある。柵

木は痕肋のみで、本質は遺存 していないが、直径20～25cmで 2本検出し、間隔は30cm程 である。

掘 り方埋土は上部の堀の影響でグライ化が激 しいシルト質粘土である。この部分だけで柵木列

方向については計測も不可能であるが、第11次調査で検出した位置を基に考えられる、真南北

方向の推定線 とほぼ一致 し、推定

南東コーナーからの距離は北へ133

mの位置にあたっている。このこ

とから、 夕惇る東辺柵木列も南辺・

西辺 と同様 に真北線 を基準 にして

おり、南東コーナーから少 くとも

133mま ではこの規画1頭」り構築 さ

れている。

出土遺物は皆無であった。

SA 155

第44図 第18次調査区平面図



� 第19次発掘調査

1.調査経過

郡山三丁目10-13山 口紘氏より

住宅解体新築のため、昭和56年 5

月発掘届が提出 されたので敷地内

の遺構確認調査を実施 した。調査

区は、推定方四町内の北側にあた

り、敷地が狭 く、かつ住宅基礎部

分をはずしたため、4× 2.5mの 不

整形の トレンチを設定 した。 1～

4層 は攪乱で、若千の遺物を含む。 第45図 第19次調査区

土竣 2基 を検出した。地表より約60cm掘 り下げたところで竪床住居跡 1棟、

2.発見遺構

S179住居跡 トレンチ中央部から西部にかけて一部のみ検出された。全形・規模は不明で

壁は残存高10～ 15cm、 床面はほば平坦で一部に貼 り床が残存 している。住居跡内に5個のピッ

トが確認でき、全て床面からの掘 り込みである。カマ ドは東壁に設置されており、遺存状況も

良く中央部に凝灰岩切石の 2本の支脚をもつ。袖部は黄掲色粘土で構築している。煙道部は長

さlm、 幅15cm程残存 している。同濤は検出されなかった。貼り床の下層から旧住居の堆積土

が、カマ ドの左袖からカマ ド北狽1の ピットにかけて旧カマ ドの痕跡が検出され、住居跡の外側

に長さ60cm、 幅20～ 25cmの煙道が検出され、カマ ドの作り替えが確認された。住居跡堆積土か

らは土師器高郭、須恵器平瓶・lTh・ 蓋、円形石製品・土製品・琥珀が、カマ ドからは須恵器蓋、

格子叩き目の平瓶が、旧煙道部からは刀子が出土 している。全体の出土遺物の中では土師器郭

9 10(貼床 ,    支lFl

カマ ド堆積土
1 10YR%偶色砂質ンルト
2 5YR%暗赤褐色砂質シルト
3 10YR%暗鵜色砂質ンルト
4 10YR%黒 褐色砂質シルト
5 20YR%暗 撮色砂質ンルト
6 15YR%晴赤褐色砂質シルト
7 0Y R%暗褐色砂質シルト

0          1nユ

ー住居跡堆積土

1 10YR%に ぶ(域樹色砂質ンルト
2 10YR%褐色砂質シルト
3 10YR%に ぶい黄樹色砂質シルト
4 10YR%に ぶい黄橙色粘土質シルト
5 10YR%十 こ本い黄橙色砂質ンルト
6 10YR%灰 黄褐色砂質シルト
7 10YR%に ぶい黄褐色i1/質 シルト
8 10YR%褐 色砂質ンルト
9 10YR%黒 褐色粘土質シルト

N230

+Wb
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の出土量がきわめて多い。

S K80土娠 北東コーナー部のみ検出され、規僕は不明であるが、ほぼ円形のプランと考 え

られる。壁高は10～ 30cmで 、堆積土は掲色砂質シル トである。S179住居跡 を切っており、須恵

器蓋を出土 している。

S K81土壊 南西コーナー部のみ検出され、全形・規模は不明である。壁高は30cm、 堆積土

は上層が黒褐色粘土質シル ト、下層がにぶい黄褐色砂質シル トである。S179住居跡 を切ってお

り、土師器婉、円面硯 を出土 している。

3.出土遺物

本調査区はわずか10∬程の調査面積であるが、丁度、竪穴住居跡のカマ ド部分にあたり、出

土 した遺物量は整理用平箱で 5箱 にもなる。

住居跡内より出土 した遺物は土師器堺・坑・高郭・甕、須恵器郭・高ITh r壺 。蓋・平瓶 。円

面硯、瓦、刀子、円形石製品 。土製品、コハク、鉄滓、骨片などである。

土師器lThは 大別 して 3種類に分けられ、郡山遺肋第 4・ 7次調査で外郭南辺大濤より出土 し

た郭の分類によれば、赤褐色薄手の郭をI類、内面黒色処理の郭をⅡ・Ⅲ類としたが、今回の

調査で出土 した郭もこの分類にあてはまる。 I類は非ロクロ調整で内外面とも赤褐色・橙色で

やや薄手の九底、外面はヘラケズリ、口縁部ヨコナデ、内面はヨコナデ・ナデが施 されている。

先にこの I類 を口縁部の形態から3つ に細分 していたが、本調査での I類 を概観すればさらに

細分が可能である(表-4)。 Ⅱ類は非ロクロ調整で内面黒色処理、体部外面に段・稜をもつも

の、あるいは九底風平底のもので、外面はヨコナデ、ヘラケズリ、一部ヘラミガキ、内面はヘ

ラミガキが施 されている①Ⅲ類は非ロクロ調整で内面黒色処理、体部外面に段・稜がなく丸底

で、外面は口縁部にヨコナデの他ヘラケズリ、内面はヘラミガキが施されている。 I類 とⅡ・

Ⅲ類との出土量比率は3:1程で I類がかなり多いが、いずれも接合可能個体は極めて少ない。

C-148郭 (第 47図 1)は S179住 居跡カマドより出土。 Ig類に属し、内外面橙色で、九底から

ゆるやかに立ち上がり、口縁部は直立する。外面は底部から体部全面に手持 ちヘラケズリ、口

縁部 ヨヨナデ、内面は口縁部 ヨコナデ、体部はナデー部ヘラミガキが施されている。C-162不

(第 47図 3)は住居跡床面より出土。内外面橙色 で、九底からゆるやかに立ち上がっている力＼

口縁端部が磨減欠損 しているので分類不明。外面手持 ちヘラケズリ、日縁部ヨコナデ、内面は

ナデが施 されている。C-160部 (第47図 2)は S179堆積土より出土。Ⅱa類に属し、内面黒色処

理、外面体部中位に段 を有するが、内面には段がなく、九底からゆるやかにやや内弯気味に立

ち上がる。外面は段上ヨコナデ、段下ヘラケズリ、内面ヘラミガキを施 している。

甕は完形品となるものはないが、口頚部の破片観察によれば、C-123甕 (第47図 8)は非ロ

クロで、体部上端までヘラケズリ後ナデを施 し、頚部が直立 して立ち上がり、日縁郡 がラッパ



cn,

番号 登録番号 写真図版 遺構 層位 種  類 器種
特 徴

タト 面 内 面

C 44--5 S179カ マ ト 土師器 lTN 口縁部直立 一部ヘ ラミガキ

44-6 S179堆積土 土師器 lTN 体部中位段 ヘラ ミガキ、黒色処理

3 C S179床  面 土師器 ス

C 13 44-7 SK8ユ 土師器 娩 ヘラケズ リ後上半部 ヘラ ミガキ、黒色処理

5 E-80 44-8 S179カ マ ド 須恵器 蓋 宝珠様つ まみ

E-78 44-9 4 層 須恵器 邸 底音Iヘ ラケズリ ロクロナデ

7 E-79 表 採 須恵器 高郭 ロクロナデ

8 C-123 S179旧煙道 上師器 甕 頚部直立、日縁部はラッバ状 に外反

9 E-76 44-10 S170床  面 須恵器 平瓶

10 C-118 S179床  面 土師器 甕 頚部 2条の1負 い段

第47図 第19次調査区 出土遺物



状に外反する。口頚部は内外面 ともヨコナデ、体部内面はナデを施 している。 C-118甕  (第

47図 10)は 口縁部のみであるが、非ロクロでヨコナデ、口縁部 から頚部 にかけて 2条の浅い段

をもっている。

S179住 居跡以外の土師器はSK81土 装出土のC-113坑 (第47図 4)がある。非ロクロで平底

からゆるやかに弯曲 しながら立 ち上がっている。外面は体部全面 をヘラケズリ後、上半部のみ

ヘラミガキ、内面は黒色処理でヘラミガキ、口縁端部 にわずかにヨコナデを施 している。

須恵器 E-78邦 (第47図 6)は住居跡堆積± 4層 の床面直上からの出土で、平底の底部か

らゆるやかに立 ち上がり、ラッパ状 に大 きく外反 し、底部 から体部下端 に回転ヘラケズリを施

している。口径 に対 して器高が高 く、大 きく外反するのが特徴である。 E-80蓋 (第 47図 5)

は住居跡 カマ ド内より出土、宝珠形のツマ ミを持 ち、内面には顕著 なカエ リを持つものである。

天丼部上半は回転ヘラケズ リが施 されている。 E-76平瓶 (第 47図 9)は住居跡 カマ ド前の床

面上より出土。日頚部は欠損 している。平底からわずかに内弯気味 に立 ち上がり、体高%程の

部分で最大径 を示 し、上半はゆるやかな九味 を持っている。屈曲上部 に上下を1条の沈線で区

画 し、櫛状工具によってひっかいた様 な文様帯がめぐる。日頚接合部の孔は直径2.4cmと 小 さ

めである。 E-79高郭 (第 47図 7)は郭部の一部 と脚上部が残存するのみで詳細は不明である

が、透孔はない。

4。 ま と め

第19次調査区は推定方四町官衛域内の耳ヒ側に位置し、わずかな調査面積にも拘わらず、竪穴

住居跡 1軒、土羨 2基 を検出し、比較的多くの遺物を出土 した。方四町官衛域内の調査は昭和

55年度の第 1～ 3次 と56年度の第20次 があるが、全体の中ではごくわずかの面積で、追跡の性

格について言及することはできない。しかし、同じく官衛域内北狽1の第 1及調査では竪穴住居

跡 4軒 を検出しており、住居跡内から遺物は殆んど出土 しなかったものの、検出面上からの出

土遺物などから、同時代の一般集落における竪穴住居とはやや異った性格の竪穴遺構 と考えて

いたが、今回の竪穴住居跡 もそれを裏づけるかの様な遺物の在 り方であった。また、竪穴床面

上およびカマ ド内出土の土師器界は全て I類 に属 し、方四町南西コーナー部の外郭大濤内出土

の土器と酷似 している。これらの土器は内面を黒色処理 しヘラミガキを行い、外面に段 を有す

るいわゆる在地系の土器類と明確に区別されるもので、宮城県内では郡山遺跡の南方約 4 kmの

名取市清水遺跡、県北の古川市朽木橋横穴群、田尻町日向前横穴群、志波姫町御駒堂遺跡 (註

19)の 出土の土器がI類の土器群 と類似 している。これらの土器は関東地方の鬼高終末期から

真間式初期にみられるもので(註20)、 外享巨大濤ではこの I類 と、いわゆる在地系の内面黒色処

理を行ったⅡ・Ⅲ類とが共伴 していたが、この住居跡では少 くとも床面、もしくはカマ ド出土

のものはI類に限られており、堆積土中から出土 した郭片の総量でも関東系と在地系とが3:



1前後 とかなりの開きがある。また、同じく床面上・カマ ド出土の土器に限って甕片を見れば、

体部上半までヘラケズリが入 り、頚部が直立するという特徴 を有するものがあり、体部上半は

刷毛目調整を行い、口縁郡 は体部上端から外反 して開くという在地系の甕の特徴 と明らかに相

違するものがある。この上器も前述 した部 I類のタイプと同じ時期の関東系の甕 (註21)と 類

似 している。また、甕ではこの他 に口縁部に数条の浅い段が巡るものがあるが、この土器は宮

城県内では前記志波姫町御駒堂遺跡 (註22)、 高清水町観音沢遺跡 (註23)、 築館町伊治城跡 (註

24)、 その他には山形県藤の木遺跡 (註25)、 秋田県秋田城跡 (註 26)、 同後城遺跡 (註27)な どがあ

り、いわゆる在地系の土器としてとらえられるものであるが、仙台以南では現在まで出土例が

知 られていない。この土器の年代は秋田城跡 。後城遺跡では 8世紀中葉頃と考えているが、こ

の住居跡の共伴遺物では郭 I類や頚部直立の甕が 7世糸己末から8世糸己前半 と考えられることか

ら、 8世紀前半のものとしておきたい。

これらの土器の在 り方から、この住居跡が 7世紀床 まで遡るものか否かは参後の検討を要す

るが、少 くとも8世紀前半代には関東系土器を使用 した人々が、官衛域内に居住 していたこと

は明らかであろう。しかし、官衡の中でこのような竪穴住居がどのような性格のものかは不明

であり、今後の検討を要する。また部 I類の細分や変遷、および共伴する関東系の他器種土師

器や在地系の土器細分についても今後の課題である。



Xll 第20次発掘調査
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;レ ンチ東側で検出し、柱菫重きもだく建≧≧評笙≧塁萱・

地山の黄橙色 シル ト質粘土 を検出 し、この上面で掘立

穴 1基のみである。掘 り方は一辺70cm前後の方形で、   第48図 第20次調査区設定図

深さ80cm、 柱痕跡は直径約20cmである。建物の方向・規模は不明である。

S K209土壊は、平面が不整方形で、断面は逆台形を呈 し、深 さは検出面より約80cmである。

堆積土中より直径 1lcm、 高さ8 cmの 曲物が出土 した。土装の性格 。年代等は不明である。

S D210濤跡は、トレンチ西側で検出し、幅10～ 20cm、 深 さは 2～ 3 cmで ある。堆積土中よ

り少量の土師器片を出土 したのみである。

|

0                         4m

第49図 第20次調査区平面図
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Xlll 第21次発掘調査

1.調査経過

郡山三丁目1-28安斉健次氏より郡山三丁

目11-17に おいて住宅解体新築のため、昭和

56年 6月 発掘届が提出されたので、敷地内の

遺構確認調査 を実施 した。調査区は推定方四

町の北辺中央より北に125mの 位置にあり、

郡山遺跡の範囲を確認するためのものである。

2× 6mの トレンチを南北に設定 した。表土

を約70cm掘 り下げとところ、暗緑灰色砂質シ

ルトの旧水田床上上面を検出した。さらに掘

り下げると、 トレンチ南端から中央部にかけ

ては40cm、 耳ヒ部にかけては10～ 15cmの厚 さで

堆積 していた。北部ではその下層に褐色砂質 第50図 第21次調査区設定図

シル トの畑土が30～ 60cmの 厚 さで堆積 し、天地返 しの痕跡 も確認 された。地山検出面は標高10

.50m前 後 で黄褐色砂質 シル トで、その下層はにぶい黄褐色砂層 となり、旧河川跡 と考 えられ

る。

2.発見遺構 。出土遺物

調査区は地山土まで攪乱が及んでおり、古代の遺構・遺物は検出されなかった。



� 第22次発掘調査
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SD 212
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S D212沖 lllllナ ‖111
1 ,5Y R%黒褐色粘i質 シルト
2 10YR%1訂 弼也Vj土

3 10YR%に よい黄糾色格■

1.調 査 経過

郡山五丁目2-2佐 藤一嘉氏より郡山五丁

目28-1に おいて事務所兼住宅新築のため、

昭和56年 10月 発掘届が提出されたので、敷地

内の遺構確認調査 を実施 した。調査区は、推

定方四町の南辺、南辺中央 から西25mの地点

で、大濤 もしくは柵木列の存在が推定 される

地点である。敷地内に3× 2.6mの トレンチを

設定 した。調査区付近は南側の水田 に約 1.2

mの盛土 をして宅地化しており、地表 より1.2

m下部で厚 さ15～ 20cmの 黒褐色 シル ト質粘土

の旧水田床土を検出、この床土直下で東西方向に延びる濤跡を1条検出した。

2.発見遺構・出土遺物

1 10YRχ黒襦色シルト質粘土
2 10Yχ灰粘土
3 75Yχ灰粘土
4 75V麹天Wi土

5 5Y%灰 粘■
6 5Y/1安貰粘と質シルト

' 75Y 
χ灰格土

8 10YR/飩 い責餅占土

|

/~―
第51図 第22次調査区設定図

S D212溝跡  東西方向に延びる濤

で、幅は不明。深 さ55cm程 で、横断面

形は緩やかな立 ち上がりを示 し、推定

方四町南辺の大濤 と考 えられる。堆積

± 2層 (暗褐色粘土)か ら径 3～ 10cm

の河原石 を多量に出土 した。

堆積土から土師器郭・甕 。重、須恵

器lTh・ 甕 を出土 しているが、復元可能

なものは 1点 で、堆積土下層中出土の

土師器lThで ある。 C-110iThは Ⅲ類 に

属 し、丸底で底部 から口縁部 まで緩や

かに弯曲 し、底部外面から口縁部 まで

手持 ちヘラケズリ、日縁部 にヨヨナデ、

内面は全面ヘラミガキを施 し、黒色処

理 されている。 C-170壺 は頚部片で

あるが、内面には厚 く漆 が付着 してい

る。

第52図  第22次調査区平面図
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第53図  出土遺物実浪1図



また、SD212濤跡検出面の下層 より内外面が朱塗 りの土師器甕の口縁部破片が 1点、水田床

土から奥斗瓦と考えられる瓦破片 1点 が出土 している。

3。 ま と め

調査地区は推定方四町外郭南辺の大濤位置にかかり、当初より大濤の検出が予想されたが、

調査区域が非常に狭かった為、全容を明らかにでき得なかった。しかし、ほぼ推定線上に大濤

外狽1の立ち上がりを検出し、この地点でも外郭大濤の存在を確定 し、南辺については 7地点で

真東西方向に直線的に続 く大濤を確認した。大濤は上部がかなり削平されたらしく、深 さは55

cm程度 しか遺存 しておらず、他地点で税察 された堆積土中の灰白色火山灰混入層は見られなか

った。大濤内出土遺物は全形を知 り得るものは非ロクロ、丸底の内黒邪 1点 で、調整技法から

みれば、国分寺下層式の郭と類似 しているが、形態的には明らかに区別されるもので、現段階

では形式分類 。実年代とも言及 し難いが、 8世紀前半代の土器と見ておきたい。また大濤検出

面の下層から内外面朱塗 りの土師器甕口頚部の破片が 1点出土 しているが、形式 。年代等詳細

は不明である。
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1.推定方四町官衡域 の調査

今年度は推定方四町内で 8ケ所の調査を行ったが、主なる目的は55年度の調査で発見された

外郭線の南辺 と南西コーナーに引き続 き、東辺・西辺・北辺の位置・構造・規模を明らかにす

ることであった。

東辺は第11次・18次調査の 2調査地点で、ほぼ推定線上に大濤と柵木列を発見 した。当初、

一町を108～ 109mと 想定 し、調査 を実施 したが、推定位置より5m程西狽」(内側)に発見され

た。柵木列 。大濤 とも真南耳ヒ方向に延びており、南辺と東辺 とは直角に交わっていることが確

認された。これを基に柵木列の南東コーナーの位置を図上でわり出し、南西コーナー隅櫓建物

跡中心柱位置から推定南東コーナーまでの距離=南辺柵木列の長 さが求められる。

四町=428.44m 一町=107.1lm(一尺 =29.75cm)

柵木列の位置が四町の完数値 にほぼ合致することから、官衡域のタト郭位置はまず、四町の地

割 りに従って柵木列の位置を決めておいてから、その外側に30尺 の間隔をおいて大濤の中心位

置を決めているとみられる。また、大濤には水が流された形跡がなく、形式的な区画の濤とみ

るのが妥当であろう。これらのことから、外郭の主体はあくまで柵木列であり、大濤は補助的

な性格をおびていたものと考えられる。

外郭には第 7次調査 において、南西コーナーに隅櫓と考えられる建物跡が発見され、四隅に

櫓建物跡が存在することが考えられていたが、第16次調査によって、コーナー部分以外にも外

郭柵本列をまたぐ櫓状建物跡が発見された。この建物跡は現地形の制約で全容が明らかにでき

ず、したがって、建物の正確な位置関係については言及できないが、南西コーナーの建物跡中

心から、この建物跡の南中央柱位置まではおよそ140mで 、ほぼ 1町 20間 となる。外郭に付設

されたこれら建物については、 その規模や、 全体の中での配置関係にどのような規則性がある

のか、また、建物がどのような性格をおびていたのか、今後の調査成果の蓄積を待って検討 し

たい。

外郭となる柵木列は東・西・南の各辺で明らかとなり、推定方四町域の南半部については、

位置が確定 し、構造もほぼ同様であるが、外側の大濤は南西コーナー、南辺のほぼ全域、東辺

の一部で発見されたが、西辺では大濤と考えられるものは発見されなかった。しかし、柵木列

中心から西へ 6mの位置から深 さ60cm程 の濤状遺構 があることから、これが大濤にかわる区

画施設となっていることも考えられる。また、推定北辺位置の第14次調査は用地の関係で推定

柵木列の位置をはずれたものの、大濤位置にあたっていた。しかし、大濤と考えられる遺構が

発見されなかった。ただ、南北方向に設定 した調査区の中で、北に向かって落ちて行 く落ち込

総�



みがあり、位置的 には推定大濤位置と 2～ 3m程度のズレしかなく、方向 もほぼ真東西方向に

延びている。また、第16次調査の結果、外享る施設の構造 として南辺 。東辺の調査区で普遍的に

見 られた大濤 と柵木列の在 り方がやや異った様相 を示 していたことは、タト郭施設が大濤 と柵本

列による複合構造ではあるものの、地形の変化等の要因から意図的 に変 えたか、やむなく変わ

ったのかは定かでないが、所により、多少の構造的変化があったことが考 えられる。

推定方四町の官衛域内には竪穴住居跡がいくつか発見 されているが、第19次調査で発見 され

た竪穴住居跡は、出土遺物の土師器の観察 によれば、在地系のものとは明 らかに区別 される赤

褐色薄手の界の一群 があり、細かな地域は同定できていないが、関東地方の鬼高式の末期 から

真間式初期のものと類似 している(註 28)。 この関東系の土器が出土遺物の中で主体 を占めてい

ることが特徴である。

2.官 衛域 南方 の調査

推定方四町の官衛域の南方には古瓦の散布地があることがわかっていたが、官衛域の規模・

基準方向などが明 らかになったこととあわせ、微地形の観察 を行ったところ、方四町南辺から

南に 1町程隔てて南辺 と平行 に何 らかの区画施設の存在が予想され、方四町の西辺の延長上に

も堀割 りや地形の段孝 が見 られることから、古瓦散布地 を中心に方二町の区画線が推定された。

古瓦散布地の調査 により、この地区には大規模 な版築による基壇建物跡 が存在 し、多量 に出土

した瓦の中に鴎尾の破片が発見 されたことから、この地区が寺院の中ホ区部分にあたっていると

考えられ、基壇建物跡が寺院の講堂 もしくは僧房 にあたるものと考 えられるに至った。寺域 に

ついては推定の域 を脱 し得 ないものの、これを方二町の区画にあてれば区割基準が推定方四町

の官衛域 と同様であること、両者の配置に規画性が見 られることから、同時期 に存在 していた

官衛に対する付属寺院であることが考えられる。

推定方四町の仮想中軸線延長部は推定方二町寺域の東辺 にあたるが、この地区で行った第15

次調査 により、真北方向に延 びる濤跡や杭列跡 などの区画施設と考 えられる遺構が発見 された

が、これを寺院の区画施設 とは考え難い。この地区では遺構の変遷 が大別 して 2つ の時期 に亘

り、古い時期 には竪穴住居が集中してあること、竪穴住居には少 くとも 5つ の時期変遷 がある

ことが半1明 し、住居の中にはカマ ド構築の際 に瓦を施設 しているものがあることから、一般集

落の竪穴住居 とはやや性格 を異 にするものと考えられる。遺構群は 2時期 にわたっているもの

の、両群 からの出土遺物 には形式的に大 きな差異が認められず、古い時期の住居跡出土の土師

器・須恵器は 7C.末 の土器であり、新 しい時期の井戸跡や濤跡出上の上師器・瓦類は 8C。 前半

代でも初めの頃 と考えられることから、遺跡の存続期間は極めて短いものであろう。

推定方二町寺域内の東地区で発見 された井戸跡は掘 り方直径が約 4mを 計 り、遺構検出面か

らの深 さも3.5mと 上部にかなりの攪舌とがあったものの、遺存状況は良好で、縦板組と横板組 を



合わせて上下 2段 に組んだ特異な構造で、井戸内堆積上の中からは土器や瓦などとともに鴎尾

の破片や 3点の木簡が発見された。木簡は判読できた文字から、これが寺院で使用されたもの

であることがわかり、さらに3号木簡と呼称 したものは経文を習書 した本簡という資料的な価

値 もさることながら、習書する以前に「定木」として使用されており、特 に写経の際の界線 を

引くための特別の用途 をもった、いわば写経専用の定本であることがわかった。このような定

本は伝世品にも出土品にもこれまで類例がないが、寺院以外での使用は考えられない。また、

定本部分全長は29.65cmで、奈良時代一般に用いられた 1尺 (い わゆる天平尺)に相当する。

推定方二町の寺域での調査によって14点の軒丸瓦と1点の軒平瓦片が発見され、軒平瓦は瓦

当文様がロクロ挽きによる重抵文であり、軒丸瓦との共伴関係は必ずしも明らかでないが、8C.

初頭を降るものではないと考えられる(註29)。 また、軒丸瓦は文様形態が全て同種のもので適

の違いこそあれ、時期変遷のない一時期 のものであろう。瓦当文様の特徴は第12次調査のまと

めにも記してあるが、花弁先端が少 し尖 り気味で、内区の外側に1条の圏線を巡らしている点で

ある。このような特徴 を示す軒九瓦は多賀城政庁地区(註 30)、 仙台市大蓬寺窯跡 (註 31)、 古川

市名生館遺跡 (註 32)な どから出土 しており、従来、東北地方においては多賀城el建期の軒丸瓦

の範疇に入る重弁蓮幸文と呼びならわしてきたが、多賀城創建期のものに比べ、やや小ぶりで

あること、花弁端が尖っていること、圏線が巡っていることなどの特徴から、これまでのもの

とはやや別のタイプに属するものではないかと考えられ、文様形態のうえからも、花弁の重な

りというより内部の盛 り上がりを子葉とみなし、単弁蓮華文と呼んでおきたい(註 33)。

本年度の調査は第10次 から第22次 まで13の地区について実施 され、各調査区の面積が狭かっ

たことなどから、やや全体 としてのまとまりを欠くきらいがあつたが、付属寺院跡 と推定 され

る地区の調査で推定を裏づけることができた。 しかし、官衛・寺院の推定域の中でも調査面積

はようやく1%程で、郡山遺跡の性格を究明するには今後の調査 と資料の慎重な検討が必要で

ある。



表 4 第10～22次調査区土師器郷分類表

分 類 器 形

調 整

実測図番号面 内 面 底  部

備   考
日 縁 部 体部上半 体 部 下 半 日 縁 部 体   郡

I

日緑部「く,に内側に屈曲

ヨコナデ 手持ちヘラケズリ ヨコナデ ナデ

ー部ヘラミガキ

手持ちヘラケズリ

内外面朱塗り C-7

b 日脚 に涌 C-10、 12

日掃端騨が
わずかに外反し立ち上がる C-5

d 日劇
ゆるい「S」 字状 C-168

日翻
「 S」 字状に外反

f
日脚
ゆるやかに直立

8
日脚
直線的に直立 C― 148

体部中位に段
ヨヨナデ
ヘラケズリ

ヨコナデ

ヨコナデ 手持ちヘラケズリ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

手持ちヘラケズリ

黒色埋  (内面)

C-8

b 体部下半に段、内面にも段 ヨヨナデ ヨコナデ
ヘラミガキ

C-68、 74、 86
94

体部下端に段 C-165

丸底風平底、体部中位にあ ヨヨナデ後ヘラミオキ 手持ちヘラケズリ
後ミガキ

ヘラミガキ 手持ちヘラケズリ
後ミガキ

C-6

丸底で、体部中位に稜 ヨヨナデ ヨコナデ 手持ちヘラケズリ
ヨコナデ
ヘラミガキ 手持ちヘラケズリ C-92

底部から日緑部まで
ゆるやかに弯曲

ヨヨナデ 手持ちヘラケズリ ヨヨナデ ヘラミガキ 手持ちヘラケズリ 黒色処理(内面)

IV 九底で、体部下半に稜 ヨコナデ 手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 黒色埋  (内面) C-72、 73

表 5 単弁蓮華文軒丸瓦一覧表

遺物番号 追 構 名 直  径 中 房 径 蓮 子 数
圏   線
上 端 径 弁  幅 遂 弁 数 備 考

F-1 S D 95 17 8cm 14 5^ヤ 6 8

2 4_5^-7 5 14.8～ 9 8

3 14.5～ 7 3 2--3

4 (19.2)

5 15次 5層

7

8 5

9 S 1143 17 7 4.3～ 5 142

S D142 17.2～ 8 4,2～ 4.5 5 3.1

5 152 8

S X156

S E 157 14.4(7.2 8

S 1160
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付章 仙台市郡山遺跡の木簡

東北歴史資料館 平 川  南

第 1号

封附×

長 さ (10.4cm)× 幅2.9cm× 厚 さ0.3cm 039型式

第V層 出土。下端欠損。上端 から約 1.8 cmの 位置に左右から浅い切 り込みがある。柾目材。

第 2号

×學生寺×

長 さ (9,5cm)× 幅 (1.8cm)× 厚 さ0.3cm

第Ⅵ層出土。上 。下端欠損。左側面欠損。板 目材。

081型式

第 3号

。  起
(異筆)

。「波婆云婆塞云婆宇宇宇宇宇」

長 さ (31.4cm)× 幅1.8cm× 厚 さ0.4cm 065型式

第Ⅶ層出土。下端欠損。下端 を羽子板の柄のごとく幅1.8cmの約半分0.9cmの 幅で削 り出 して

いる。片面は右側面に切 り込みが大小 6ケ所あり、その他、墨痕またはわずかな刻目が数ケ所

確認で きる。片面の上端から約 2釦幅で擦痕が見 られる。

〔考 察〕

第 1号

切 り込み力W麦 く、裏面まで達 しておらないが、一応、付礼類とみてよいだろう。また、もう

1点、特徴的なのは 1文字の長 さが約 4 cmあ り、左右は木簡面一杯 に行書体で伸 々と書かれて

いることである。この切 り込み方 と書体 から判断するならば、通常の物 をや りとりする正式な

付礼類 とは考 えにくく、「封」の語 を
｀
封ずる

″
の意に解 し、何 らかの物資に便宜的 に付 した

ものであろうか。 しかし、この点 も断片ゆえに決めがたい。

第 2号

本木簡が別項で述べたように奈良時代前半に属するものとするならば、「学生」の語意は律

令制下では、地方の国学に学ぶ有力者の子弟 を指す場合 もあるが、ここでは、次 に記された「寺」

の文字 と、出土地区が別記するように寺域 と想定 されているだけに、寺院 にあって学問を修め

た僧の意であろう。
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第 3号

片面に書 かれた文字の うち、「婆塞」から仏教用語の男性の在俗信者すなわち
｀
優婆塞

′′
が

想い起 されよう。「宇」は優 に通ずるが、一般的 には宇婆塞とはしない。 しかし、いずれにし

ても「 (優 )婆塞云・…・・」 なる文句 を習書 したのではないかと考 えられる。そして、「(優)婆塞

云・―・・」は、例 えば、優婆塞戒経巻 7の一節に「優婆塞云何得戒賞是得……」 とあるように、

経典の習書 とみられるのではないだろうか。

一方、他面は習書 とは明 らかに異筆で、「起」 1文字だけでは木簡の内容 を推測することさ

え困難である。

そこで、その内容 を解明する手がかりとして、まず本簡の形状 に着 目したい。木簡は非常に

良質な材 を用いており、先端の削 り出 し部分を除 くと、幅が1.8cmで一定 しており、しかも表裏

両面 と側面が一分の狂いもないくらいに精緻に仕上げられている。

次に、本簡の右側の切 り込み、あるいは刻目を検討 したい。 6ケ 所の切 り込みは、ほぼ上 。

下 3ケ 所ずつ、対称の位置関係 にある。その切 り込みも、大小 あり、両末端の切 り込みは極端

に浅い。そこで、この両末端の切 り込みを除いて、計浪1値 を示すと、内側 2ケ所間20.2cm、 そ

の外狽12ケ 所間26.8cmである。 ところが、内側 2ケ所間20.2cmと 全 く同数値のものが存在するc

すなわち、先端の削 り出 し部分から「起」の文字が書かれた位置にわずかに記 された刻 目まで

が20.2cmで ある。

以上、みてきたように、本木簡は幅1.8cmと 一定 し、しかも良質な材と丁寧 な仕上げ、上・下

だけに 3ケ所ずつの切 り込みがある。これらから、本木簡は通常のものさしのように、 1分、

5分 または 1寸刻みの均等 な目盛 りを有 しているわけではなく、特定な箇所 に片側 だけに深い

切 り込みを入れ、その数値 もきわめて特殊 なことから考えると、特定の目的のために作 られた

一種の「定本」 と判断 される。

さて、問題は先 にあげた数値 から、特定の目的 を推測することである。そのためには、この

本簡の出土地点、伴出遺物および本本簡の他面の内容 を手がかりとして、その目的 を限定 して

みたい。

まず、出土地点・伴出遺物は別項 に詳細な記述 があるので参照 していただきたいが、次 に簡

単 に要約 しておくこととする。

出土地点は方四町 とされる郡山遺跡の仮想中軸線の延長 を東辺 として、西に想定 している方

二町の寺域内にあたる。寺域の東辺の画定 に問題が残 るが、この地域が付属寺院跡であること

は建物基壇の版築土及び多量の瓦の発見などでほぼ確定で き、また、本年度第12次調査で鴫尾

の破片が発見されているが、別個体の鴫尾片が木簡出上の井戸跡周辺および、井戸跡の裏ごめ

中と埋土中からも検出されている。また、同一層位から重なるように発見 された第 2号木簡 に



26 8cm
20 2cm    29 65cm

o             5cm

3号木簡定木計測図

は「學生」「寺」 とい う、いずれも寺院に関係する語

句が見られる。 さらに、本木簡の他面は経文かと思

われる習書が記 されている。

こうした点 を考慮するならば、本木簡は先に特殊

な「定木」 としたが、その使用目的 を寺院の範疇で

考えることが最 も妥当性が高いであろう。

ところで、先にあげた26.8cm、 20.2cmの 切 り込みの

数値および均―な幅=1.8cmの 3つの数値は、別表 に

示すような現存の奈良時代に属する写経の一紙の縦

・界高および界幅に近似 していると思 える。 したが

って、こうした数値 を備 えた定木は写経の際に用い

られたのではないだろうか。

では、この本街が写経用の定本 とした場合、「起」

の文字の意味 を合めて、いかにして切 り込みを入れ

たかその手順 を一応想定 しておきたい。これはあく

までもものさしを使 わない簡便 な方法である。

①写経のための底本から界高をとる場合、いきな

り、中央の位置に目盛りを打てないので、ひと

まず、下端の切り出し部分を0と してそこから

界高の位置 〔20。 2cm〕 (「起」の右側の刻目まで)

を決める。

②その点を起点として、その上部の余りをひも ,

紙などを用いて 2等分 し、 2等分 した長 さ分上

げ、定木の中央 に平行移動する。「起」は最初

に界高をとり、それを起点 としたことの意であ

ると解釈 したい。

③ l紙の縦と界高の差を出し2等分し、その長さ

分を界高の上・下 に加 えた位置に切 り込みを入

れる。

これは一方法 にす ぎないが、いずれにしても、こ

のようにして出来上がった本木簡のような定本があ

れば、写経の際、貼 り継 ないだ用紙にまず、 1紙の

第55図



縦を合わせ、界高の位置の切 り込みの所で天地に点を打つことができる。そして天地の横界線を

引き終われば、 この定木の1.8cmの幅を利用 して、切 り込みのある側面の反対側で縦界線 を引

き、定木をずらしてゆけば、いとも簡単に縦界線を何本でも引くことが可能である。

なお、本木簡の全体の長 さは木端の切 り出し部分を除いて、29.65cmを計り、奈良時代、 一

般的に用いられた 1尺 (い わゆる天平尺)に相当する。 しかし、なぜ 1尺 としたか、その他の

わずかな切 り込みや刻目など解決できない点も多く残 されている。また、古代のこの種の定木

が伝世品にも出土品にも管見のかぎりでは知 られていないだけに比較できず、上記の推測が妥

当かどうか決定 しずらいが、今はひとまず木本簡は写経用の定本であろうとしておきたい。

最後に付け加えるならば、本木簡は表裏の筆の違いと、一方が精巧な写経用定木、もう一方

が経文と思われる習書という内容からすれば、当初写経用定本として使用 したものを廃棄後に

習書木衛として転用 したと考えるのが常識的解釈であろう。

(参 考〉

19喩伽師地論巻第五十二 一帖
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奈 良 時 代 写 経 の 法 量

(田 中塊堂編『日本古写経現存目録』1973年 より)

経 名 粍と en 芥 高  en 7]中昌 00
法 華 経 義 rrL 四 巻 8寸 4分     (25.5) 7寸 4分 22_4 5分 6厚 7

1場陀羅尼経 〔歳次丙成年く686カ〉書写 8寸 8分 26.7) 6寸 8分     (20.6) 6分 1.8
観 世 音 経 (断巻 ) 5分 7,亘 1

浄 名 玄 論 (舎 利 彿 阿 毘 曇 巻 12) 6寸 1分     (18.5 6分 5'豆 2.0
長 屋 王 願 経 (和 銅 経 ) 7ネ 9イ 23.9
大 般 看 経 (養 老 経 ) 8刊汁        (24.2) 6ヽ 5 6分 5厘 20)

7寸 8分 5厘 (23 8) 6寸 3分 6 1 8
8寸 4分     (25 5) 6寸 6分     (20.0 6分強   (181

石 川 石 足 供 養 経 6寸 6分     (20.0 6す)  (181
示日坊證監 知 言哉経 9 1分 6 7う} 6分 8,豆 21)
倉橋 部 造麻 呂 願経 (4巻 ) 9寸         (27_
水 涌 勢 巧g]磨 突B識経 9寸 27.3) 6寸 5分 5サ里 198
大 般 ヤ早襲 経   碁 29 8寸 1分 5)亘 (24.7
中 阿 含 経 9司r        (27.3)
既 多 寺 知 識 経 ― 折 本 6 6 20 0 5分 5)巨
三 神 智 万 呂 願 経 8寸 2分     (24_8) 6寸 7考 20 3 6分 5厘  (2.0)
石 川 早 足 願 経 (其― )

光 明 阜 后 語 願 一 切 経 (其一

8寸 6分 26.1 6寸 9分     (20 9) 5: 8)軍

8寸 7分 26.4 6寸 5分     (19 6 1_8
藤 原 夫 人 一 切 経 8寸 7分 26.4 6 6分 20.0 6分 5厘  (2_0
国 分 寺 紫 紙 金 泥 経 8寸 4分 25_5) 6寸 5分 19.7 6子か 4,豆  (1,9:
柄 戸 弥 暦 願 経 (永 恩 経 其 二 ) 6寸 6分 20.0) 6分   (1.8)
僧 玄 防 妻 願 経 (残巻 8寸 4分     (25 5)
下 村 主 廣 磨 願経 (典福 寺 永 恩 経 其 三 ) 6寸 6分 20.0)
光 明 皇 后 蓑 願経 (其二 ) 8寸 9イ 27,0) 6寸 6分     (20.0)
細 字 法 華 経 9 2 27_9
中 嶋 千 嶋 願 経 8寸 8分 6 4分 5厚 5分 4厘  (16
説 一 切 有 音b大毘 婆 沙 論  巻 136 8寸 9分 27.0) 7寸 9分     (23 9 6ち 4厘 (19
痣厘 名 別 痛 経 6寸 8分     (20 6) 6 Ⅲ蛮 1_8

8寸 6分     (26.1
阿 音5連難 毛 費 願 経 ― 折 本 6寸 5分 6分
家 原 里 知 識 一 日経 8 9分 7_OⅢ 6 6分 20_0) 6う)  (1.8
尼 真 證 願 経 6寸 5ち 197 6分強  (1.8

8寸 5分     (25.8) 6寸 5 19_7) 6分 5サ軍 2_0
隅 寺 心 経 9司「        (27_3) 6寸 7分 20.3)
僧 霊 春 知 識経 8寸 4分 25.5) 6寸 8分 20.6) 6分 7厘 2_0)

8寸 2分   ( 24 8) 6寸 6分 20.0) 6分 4厘  (19)
僧 淳 智 書 痛 経 9寸 7 3) 7寸 8: 23.6) 5分 4,亘 (16

巻 8 8寸 6分 26 1 6寸 2 6 (18)
イ嵯室 知 識 経 8寸 8分     (26 7) 6寸 8分 20_6 6分 5厚 2C

(優婆 寒 戒 経  碁 6) 8寸 4分     (25.5) 7寸 5分 6分 1

(摂大 乗 論 釈 論  巻 7) 6寸 9分 20_9) 6分 9)亘 2.1
き 備 由 利 願 経 一 切 経 9 7 7寸 7分 6)亘 23 4)
法 隆 寺 行 信 稜 願 経 8寸 3分 25。 1) 6寸 6分 20 0) 6子今 2)豆  (1.9)
幸 謙 大 呈 勅 願 一 切 経 9寸 27.3) 7寸 21 2 7イ 2
大 乗 掌 珍 論 8寸 1分 7厘 6 1_8)
僧 量 応 書 篤 経 9i 2分 27.9)
床 太 乙 磨 願 経 7ヽ 8分 23.6) 6寸 9分 20.9) 6分
紀 多 継 稜 願 経 8寸 7分 26ヽ 4 7寸 7分 2 1
過 去 現 在 囚 呆 経 (無 販 )一 折 本 8寸 9分 27 0 7寸 2分 7分 21)
勝 髪獅 子 ‖丁L経 8寸 6分 26 1 6寸 5分 6分 5厚 20)

9寸 7分 29.4)
大 方 等 大 集 菩 薩 念 佛 三 味 経  十 巻 9i 2分 27.9)
良 弁 奉 霜 経 9エ 2今 27.9) 7 6分 6)豆
鍮 伽 師 地 論  巻 15 8寸 4分 25_5)
法 季 経 如 釆 寿 量 品  第 16 8寸 7分 26_4 6寸 5分 6Fか 2)豆  (1,9)
藤 面 ズ 知 言設索挙 (斉蕉イ方日日巾IIIJ言命18) 8寸 7分     (26.4)
称 贅 浄 七 佛 摂 受 経  25碁 ~7,)    (26.4) 6寸 9分 20,9
大 方 贋 師 子 世子し経 8宗 8夕)    (26.7)
蘇 悉 地 掲 羅 経  巻 下 26 7 6ネ 7分 20.3 6分 5'豆
註 法 華 経  巻 4 6ネ 4イ 19.4

――にΠネ申芹′ド♪経 8寸 8分     (26.7) 6寸 9分 5厚 21_0
大 学 腎 員 経 (大 聖 武 ) 9寸 2分     (27.9) 7寸 7分 23_3
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3,調査指導委員会の開催

3月 18日 第 41回調査指導委員会

第■次調査の1結果1こ ついて

10月 lS日 第5回調査指導委員会
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月  日 令 事 の 名 称 担当瑠隕 主  催  者

3. 18

8.` 120

8. 20

8.29

10.23

12. 4

12=  5

12. 11

12.18

i12, 20

1. 11

1116

2. 20

仙台市業化財鱒 観察

第12回幾子文化財めぐり XSLH遺跡見学

第■及調査報道発表

部山遺跡の調査について

第112次・13及調査報道発表

郎 d4-中学糠見学説明会

第15次・弱及調査報遂発表

現地説明会

那山選跡出―上の未簡につぃで

ホ情報道発表

郡山遺跡56年 1度調査につい.て

早坂 `本村

ホ村

本村

本オ子

本村

青沼

青沼

長島

ホオ|

青沼 `島島

ホ村

木村

本対

歴史民俗資料館

郡山中学校|

ク

″

東オヒ歴真資料館

成柵・宮衛検討会



郵図煮童



図版 1 郡 山 遺 跡 航 空 写 真



図版 2 第11次調査区

全 景

図版3 第引次調査区

S A74柵木列
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図版4 第12次調査区

全 景

図版 5 第12次調査区 東拡張区

全 景
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図版 6 第12次調査区

S B100建 物跡 版築セ

図版ワ 第12次調査区
S D95溝跡遺物出土状況
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図版 8 第14次調査区
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図版 9 第15次調査区

全 景
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図版10 第15次調査区

S旧 71住居跡

図版11 第15次調査区
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図版12 第15次調査区
S D142溝跡 遺物出土状況



図版13 第15次調査区

S1143住居跡

図版14 第15次調査区
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図版15 第15次調査区

S l143住居跡 煙道

ゝ
誠

|.雪鵞|

挙 警 予



t甚 11

静
季

|1覺歩寺

図版16 第15次調査区

S D142溝跡 セクション

図版17 第15次調査区

S X156瓦溜め跡遺物出土状況

図版18 第15次調査区
S E157井戸跡

ヽ 争

常:

■鞍
1津i

一姦



図版19 第15次調査区

S E157井戸跡 5層上面

図版20 第15次調査区

S E157井戸跡 6層上面

図版21 第15次調査区

S E157井戸跡 底面
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図版22 第16次調査区

全 景

図版23 第16次調査区
S B134建物跡・ S A138柵木列
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第16次調査区

S B134建 物跡

中央柱穴セクション

第16次調査区

S B134建 物跡

南 1、 西1柱穴セクション

一，

図版27 第18次調査区S A155柵 木列 図版26 第16次調査区 S B134建 物跡南 1、 西1柱穴
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図版28 第19次調査区

全 景

図版29 第19次調査区

S179住居跡 遺物出土状況

図版30 第19次調査区

S179住居跡 カマ ド

癬



図版31 第19次調査区

S179住居跡出土 E-76平瓶

図版32 第20次調査区

全 景

鐵 ; j顧

図版33 第22次調査区

全 景

第22次調査区
S D212溝跡 2層



1.F-1 軒丸瓦

2.F-2 軒丸瓦

3 F-3 軒九瓦

4.F-4 軒九瓦

5 E-25
6,G-2
7.G-3
8, H-1

蓋器

瓦

瓦

尾

恵須

平

平

鴎

図版35 第12次調査区 出土遺物
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1.G-9平 瓦

2.F-20 九 瓦

3.F-9 軒九瓦

4.C-91 壷

5.C-96 土師器 t7N

6.F-21 丸瓦

図版36 第15次調査区 S1143住居跡 出土遺物



1.F-14
2.G-8
3.F-18

瓦

瓦

瓦

丸

平

丸

C-88 土師器 壺

F-16 軒丸瓦

E-66 須恵器 蓋

図版37 第 15次調査 区 出土遺物



F-10 軒丸瓦

F-11 軒九瓦

3.F-19
4. 」-1

瓦

磁

九

青

図版38 第15次調査区 出土遺物



l C-82 土師器 甕

2,C-84 土師器 壷

3.C-76 土師器 甕

4 C-79 土師器 重

5,C-81 土師器 甕

6.C-80 土師器 甕

7.C-77 上自T器 甕

8.C-83 土師器 甕

9.C-85 土師器 鉢

図版39 第15次調査区 S E157井戸跡 出土遺物



l C-78 土師器 重

2.C-72 土師器 lTh

3 G-7 平 瓦

図版40 第15次調査区

4 F-15 軒九瓦

5 H-2 鴎 尾

S E157井戸跡  出土遺物



4a

l C-74 土師器 lTN

2 G-4 軒平瓦

3.G-6 平 瓦

4G-5平 瓦

図版41 第15次調査区 S X156瓦 溜め跡出土遺物



l H-2
2 F-17
3.F-13

尾

瓦

瓦

臨

九

九

第15次調査区

S X156瓦 溜め跡出土遺物



5.E-33 円面硯

6.E-68 須恵器 盤

7 F-8 軒メt瓦

1, C-73  土師器 土不

2 E-67 須恵器 罫

3.E-65 須恵器 14N

4.E-40 須恵器 lTN

図版43 第15次調査区 出土遺物



1, C-107

2.C106
3, C-108

4. E-86
5, C-148

6. C-160

図版44

6

土師器 高lTN    7.C l13 土師器 娩

土師器 鉢     8.E-80 須恵器 蓋

土師器 壷     9.E-78 須忘器 lTh

須恵器 JTN     lo.E-76 須恵器 平瀬

土師器 郭     1l C llo 土師器 郭

土師器 lTN

第 16・ 19。 22次調査 区  出土遺物
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